
付
録
二

翻
刻
『
稲
葉

佳
景

無
駄
安
留
記
』
邑
美
郡
・
岩
井
郡
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一
、
私
に
句
点
、
濁
点
を
加
え
る
。
原
本
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
濁
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ

ら
と
の
区
別
は
し
な
い
。

一
、
漢
字
・
仮
名
と
も
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
に
統
一
す
る
。

一
、
文
字
の
大
小
の
比
率
、
配
置
は
原
本
と
異
な
る
。

一
、
改
行
は
、
上
巻
・
下
巻
は
原
本
の
ま
ま
、
拾
遺
巻
は
原
本
に
よ
ら
な
い
。

一
、
手
擦
れ
・
重
ね
書
き
な
ど
に
よ
っ
て
判
読
で
き
な
い
文
字
は
■
に
よ
っ
て
示
す
。

一
、
字
形
は
明
確
で
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
に
よ
っ
て
示
す
。

一
、
判
読
に
疑
問
の
あ
る
文
字
は
［

］
で
く
く
る
。

一
、
絵
と
そ
の
題
を
四
角
の
枠
内
に
掲
げ
る
。
配
列
は
原
本
に
従
う
。
絵
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い

る
説
明
の
う
ち
の
主
な
も
の
も
枠
内
に
記
す
。
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邑
美
郡

　
【
上
巻
】

邑
美
郡
湯
処

如
意
山
養
寿
院　

薬
師
堂
弁
天
祠　

本
尊
地
蔵
尊

境
内

臥
雲
松　

当
府
第
一
の
名
株
な
り
。
巌
上
に
根
ざ
し
て
堀
池
に
匍
匐

　
　
　
　

す
。
数
十
の
枝
を
つ
か
せ
、
緑
色
四
時
お
も
し
ろ
し
。
前
に
石

　
　
　
　

碑
あ
り
。

　
　
　

野
原
山
川
、言
に
尽
し
が
た
く
、風
景
絶
妙
、中
春
の
頃
風
騒
雅
士
こ
ゝ

　
　
　

に
遊
燕
す
。
桜
花
最
面
白
し
。

　
　

遠
近
の
詠
め
も
か
す
む
春
の
日
や

　
　
　
　

花
の
ち
り
げ
の
遅
く
成
け
む

同　

木
山
牛
頭
天
王　

諸
人
尊
信
す
。
半
日
亭
の
上
、
眺
望
面
白
し
。

　
　
　

嘉
永
以
後
、
日
々
増
て
荘
厳
を
く
は
ふ
。

　
　

錦
な
る
戸
ば
り
も
い
つ
か
散
は
て
ゝ

　
　
　
　

冬
の
木
山
ぞ
肌
さ
む
げ
な
る

同　

愛
宕
山
金
剛
院　

真
言　

地
蔵
大
権
現

　
　
　

祭
式
六
月
廿
四
日
。
諸
人
群
参
す
。
山
上
遠
望
無
双
な
り
。

　
　

堪
か
ぬ
る
あ
つ
き
日
も
ま
た
防
ぐ
ら
む

　
　
　
　

愛
宕
の
峯
は
涼
し
か
り
け
り

同　

荒
神
社　

祭
神
素
盞
烏
尊
稲
田
姫
命
な
り
。
祭
日
正
月
廿
八
日
。

　
　
　

養
寿
院
の
下
、
岩
壁
の
側
に
鎮
座
。
是
湯
所
氏
神
な
り
。

　
　

境
内
瀑
布　
　

堀
泉
水
な
り
。

　

春
毎
に
草
は
も
ゆ
れ
ど
み
や
し
ろ
は

　
　
　

す
ゝ
れ
も
や
ら
ぬ
荒
神
の
山

同　

行
者
堂　
　

役
小
角
神
変
大
菩
薩

　

峯
な
ら
ば
鬼
も
つ
か
は
ん
家
近
き

　
　
　

こ
ゝ
で
は
行
者
堂
も
い
は
れ
ぬ

　

岩
が
ね
に
生
ぬ
る
松
も
露
霜
を

　
　
　

く
に
せ
ん
ね
む
の
色
と
こ
そ
見
れ

後
山
半
日
亭　

朽［
木
標
］は　
正
牆
薫
先
生
筆

　
　

嘉
永
年
間
建
之
。
遠
望
無
双
の
地
な
り
。
西
は
角
盤
峯
天
外
に
秀

　
　

で
鷲
峯
人
阪
の
高
山
、
湖
水
、
北
に
蒼
海
漫
々
と
し
て
、
高
草
法
美
の

上
四
表

荒
神
社

行
者
堂

愛
宕
山
上　

行
者
堂

　

是
雁
金
尾
途
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同　

丸
山
弁
慶
三
ッ
子
岩　
　

山
下
牆
の
外
に
在
。
頂
に
脚
痕
あ
り
。

　

い
つ
の
ま
に
さ
ま
へ
ま
い
た
か
弁
慶
の

　
　
　

あ
し
の
痕ア

ト

と
は
よ
ふ
み
つ
子
岩

山
屋
敷
の
峠
右
の
方
に
石
祠
あ
り
。
道
祖
神
と
祟
る
。
か
の
大
草
鞋
を
掲
る
。

　
　

五
月
雨
や
草
鞋
を
か
ら
む
阪
の
道

是
よ
り
坂
を
下
り
に
、左
の
道
を
二
三
町
、山
股
に
大
盤
石
畠
中
に
在
。古
墳
也
。

俗
云
山
名
氏
の
墓
な
り
と
。
不
詳
。
左
右
に
両
区
の
墓
あ
り
。
殉
死
と
見
ゆ
。

嘉
永
の
頃
、
諸
人
霊
験
あ
り
と
て
参
詣
夥
し
。
百
病
を
祈
る
も
お
か
し
。

　

大
い
し
や
誰
が
仮
名
よ
み
を
誤
り
て

　
　
　

病
の
た
め
に
た
の
み
来
ぬ
ら
む

同　

円
護
寺
邑　

仏
徳
山
円
護
寺　

本
尊
大
日
如
来　

観
世
音

　
　
　
　

是
、
往
古
、
産
見
長
者
一
子
を
授
り
し
霊
仏
な
り
。

　
　
　

御
仏
の
光
や
常
に
照
す
ら
む

　
　
　
　
　

こ
の
よ
の
闇
と
く
ら
き
後
の
世

　

境
内　

瘡
守
稲
荷
明
神　
　

開
願
に
土
団
子
を
棒
る
。

　
　
　

こ
ゝ
に
村
雨
を
お
や
め
て
、
し
ば
し
い
こ
ふ
て

　
　
　

村
雨
の
降
る
も
他
生
の
円
護
寺
や

　
　
　
　
　

我
に
宿
か
せ
か
さ
も
り
の
神

同　

後
谷
時
雨
亭　
　

天
保
年
間　

某
の
閑
静
を
楽
む
地
な
り
。

　
　
　
　

南
都
三
笠
山
を
真
似
た
る
風
景
あ
り
。
松
杉
蒼
翠
の
中
に
、
小
亭

　
　
　
　

を
構
え
た
り
。
洗
耳
ば
か
り
の
渓
水
も
流
る
。
遠
望
奇
妙
な
り
。

　

散
か
ゝ
る
水
を
茶
に
酌
む
谷
の
庵
は

　
　
　

花
に
酔
ま
た
花
に
醒
む
ら
む

同　

古
墳
村
ヨ
リ

奥
ノ
谷
田
圃
の
中
に
あ
り
。
谷
奥
の
方
な
り
。
是
吉
川
氏
の
古
墳
也
と
。

　
　

苔
む
し
ろ
人
ま
ち
顔
の
古
づ
か
に

　
　
　
　

き
て
な
く
も
の
は
谷
の
鶯

同　
　
　
　

左
の
山
の
端
に
石
祠
を
祭
る
。
瘧
の
神
な
り
と
。

同　

䂓キ
ガ
イ外
禅
師
開
基
き
が
い
の
庵　

仏
舎
利
を
納
る
。

　
　

御
仏
も
し
や
く
し
と
聞
け
ば
我
つ
み
に

　
　
　
　

沈
む
と
知
ら
ば
と
く
救
は
な
む

養
寿
院

　
　
　

臥
雲
松

善
久
寺
境
内

秋
葉
山
溜
池

円
護
寺
堂

瘡
守
祠

同　

時
雨
亭　

　

糟
谷
何
某
建
ル

　

加
路
江
津
遠
望

同　

半
日
亭

　
　
　

大
山
遠
望

大
石
ト
云

円
護
寺
山
中

山
名
家
墳
墓
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同　

石
山　

切
石
を
巧
。
此
山
谷
所
々
に
穴
あ
り
。
夏
の
日
も
中
に
居
れ
ば

　
　
　

涼
冷
と
し
て
気
疎
し
。

　
　

石
山
を
げ
む
お
う
持モ

チ

て
打
見
れ
ば

　
　
　
　

片
わ
れ
月
ぞ
空
に
残
れ
る

同　
　

善
久
寺
秋
葉
大
権
現　

山
の
端
に
堂
あ
り
。
山
下
溜
池
景
色
よ
し
。

　
　

是
頂
よ
り
、
堤
の
緑
草
水
上
の
清
風
、
佳
景
も
つ
と
も
面
白
し
。

　
　

向
の
山
下
に
石
山
路
あ
り
。
又
水
際
に
水
玉
草
生
る
。
奇
な
り
。

同　

雁
金
山　

丸
山
後
。
往
古
、
砦
の
址
な
り
。
高
峯
に
し
て
遠
望
無
双
。

　
　

帰
る
べ
き
時
を
忘
れ
て
霞
に
も

　
　
　

幾
春
な
れ
ぬ
か
り
が
ね
の
や
ま

同　

戦
場
ヶ
平ナ

ル

鵯ヒヨ
ド
リ
ヲ

尾

正
浄
寿
寺
の
上
、孤
山
な
り
。府
下
高
草
及
遠
近
の
山
々

　
　
　

湖
海
眺
望
最
勝
な
り
。是
往
古
、奈
佐
日
本
之
介
・
塩
谷
周
防
守
戦
死
の

　
　
　

址
な
り
。
山
下
の
川
童
地
蔵
即
古
墳
の
■

シ
ル
シ

な
り
と
。
こ
の
頂
に
置
酒
し

　
　
　

て
脚
を
息
ふ
。

　
　

欲
深
き
人
に
見
せ
ば
や
千
町
田
に

　
　
　
　

黄
金
を
し
け
る
菜
の
花
の
こ
ろ

同　

念
仏
橋　
　

覚
寺
の
路
に
か
け
る
小
橋

　
　

極
楽
へ
ゆ
く
念
仏
の
橋
な
ら
ば

　
　
　
　

渉
る
も
ふ
む
も
土
そ
く
ぼ
だ
い
か

同　

覚
寺
邑　
　

五
智
庵　

五
智
如
来
を
安
置
す
。
桃
花
繁
し
。

　
　
　

美
く
し
き
尼
の
住
か
ら
み
な
人
の

　
　
　
　
　

も
ゝ
の
あ
た
り
に
見
と
れ
ぬ
る
哉

同　
　
　

狼
庵
と
云
。
鯖
如
来
を
安
置
。　
　

是
恵
心
僧
都
作
な
り
。

　
　
　
　

前
に
粟
餅
。
名
物
な
り
。

　
　

人
喰
ふ
狼
庵
の
名
に
も
似
ず

　
　
　
　

衆
生
を
救
ふ
仏
ま
す
と
は

同　

ぼ
じ
ざ
か
路　

左
の
山
道
を
ゆ
く
。
峻
く
し
て
難
路
な
り
。

是
、
岩
井
郡
途
な
り
。

狼
庵

粟
餅
屋

継
子
落
滝

源
平
茶
屋

摩
尼
寺
磴

道
光
坊
墓

喜
見
山
摩
尼
寺

戦
場
平　

鵯
岬
ト
モ

是
、
但
州
阿
勢
井
城

■
■
谷
周
防
守
■

永
禄
年
中
武
田
亡

天
正
年
中
迄
奈
佐

砦
ト
ス
ト
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か
く
じ
さ
え
こ
ま
り
し
も
の
を
ま
た
こ
ゝ
に

　
　
　
　

問
ふ
人
も
な
き
ぼ
ん
ぢ
ざ
か
哉

同　

継
子
落
瀑
布

　
　

御
仏
の
誓
ひ
に
洩
れ
ぬ
ま
ゝ
子
な
ら

　
　
　
　

と
く
ひ
き
上
よ
た
き
の
し
ら
糸

是
よ
り
狼
谷
、
或
は
雞
山
を
経
て
、
漸
く
源
兵
衛
茶
屋
に
到
る
。

磴
を
登
れ
ば
当
国
第
一
の
霊
場
喜
見
山
摩
尼
寺
、
堂
宇
数
多
、

遠
近
の
貴
賤
参
籠
不
断
。
本
尊
は
帝
釈
天
、
是
往
古
彼
産
見
の

長
者
が
安
堵
す
る
所
な
り
縁
起
ニ
詳
也

　
　
　
　
　

。　

天
女
の
貌
な
り
。

　
　

地
獄
か
ら
鬼
の
来
ぬ
ま
に
帝
釈
を

　
　
　
　

頼
む
で
罪
の
せ
む
た
く
を
す
る

同　

境
内　

秀
衡
杉　
　

是
陸
奥
守
藤
原
秀
衡
、
重
病
平
癒
の
開
願

　
　
　

に
樹ウ

エ

ら
る
ゝ
処
な
り
と
。
今
雷
火
に
焼
て
枯
木
た
り
。
可
惜
。
近
年

　
　
　

伐
て
、
株
の
み
を
残
せ
る
も
、
や
が
て
朽
果
な
ん
程
思
ひ
や
ら

　
　
　

れ
て
は
か
な
し
や
。

　
　

朽
ぬ
ら
む
其
名
は
四
方
に
み
ち
の
く
の

　
　
　
　

植
に
し
人
を
忍
ぶ
な
み
だ
に

是
よ
り
山
途
を
行
て
凡
十
町
ば
か
り
、
左
の
山
谷
を
じ
く

ぐ
谷
と
い
ふ
。

右
の
路
を
ゆ
け
ば
、
矢
谷
・
八
重
原
な
ど
、
そ
れ
よ
り
数
町
、
又
左
の
方

を
登
り
、
歯シ

ダ朶
荊

イ
バ
ラ

棘
を
わ
け
て
、
九
曲
し
て
奥
の
院
の
大
岩

に
到
る
。
ま
こ
と
に
巍
々
た
る
厳ガ

ン
ペ
キ
ハ
ン
プ
ク

壁
反
覆
し
て
翠ス

イ
タ
イ苔

蒼ソ
ウ

々
た
る
巌
上

に
弘
法
大
師
不
動
明
王
を
安
置チ

す
。
其
側
は
数
千
歳
の
松
柏
鬱ウ

ツ
モ茂

た
る
岩
下
に
小
祠
あ
り
。
木
仏
の
破ハ

エ壊
し
た
る
を
安
ず
。
奇
絶
の
大
巌
な

り
。

　
　

草
ふ
か
き
じ
く

ぐ
谷
は
さ
も
な
く
て

　
　
　
　

あ
な
お
そ
ろ
し
き
奥
の
院
か
な

是
よ
り
又
小
篠ザ

ヽ

・
歯シ

ダ朶
を
わ
け
の
ぼ
れ
ば
、
狙サ

ル

な
ら
ま
し
か
ば
と
お
も
ふ

ば
か
り
、
山
深
く
、
樹
の
枝
荊
棘
を
潜ク

グ

り
て
、
漸
く
峯
の
立
岩
に
到
。

岩
下
に
財
の
河
原
と
て
小
礫ザ

リ

を
積ツ

ン

だ
り
。
此
処
よ
り
岩
角
を
攀

ヨ
ヂ
ノ
ボり

か
ら
う
じ
て
頂
に
登
れ
ば
、
大
日
如
来
石
尊
を
安
置
す
。
こ
ゝ
に
て
海

陸
遠
望
、
絶
景
筆
に
尽
し
が
た
し
。
是
建
石
と
て
、
海
上
の
漁
舟

目メ
ア
テ的

と
す
る
よ
し
。

　

春
霞
た
つ
と
は
す
れ
ど
中

く
に

　
　
　

た
ち
も
お
よ
ば
ぬ
峯
の
立
岩

同　

矢
谷
山
上
燈
明
岩　

道
■シ

ル
シの

石
尊
あ
り
。
此
岩
上
に
時
と
し
て
夜

　
　

燈
火
を
見
。
怪ケ

ヰ異
の
こ
と
な
り
。

　
　
　
　

紅ベ
ニ

つ
ゝ
じ
燈
明
岩
の
あ
た
り
と
て

　
　
　
　
　
　

木
の
下
闇ヤ

ミ

を
照
し
て
ぞ
さ
く

同　

児チ
ゴ

ヶ
松　

源
兵
衛
茶
屋
の
向
、仁
王
門
の
左
の
路
を
下
り
て
、谷
よ
り
ま
た

　
　

登
る
こ
と
二
三
町
、頂
に
在
し
由
。今
は
名
の
み
な
り
。湯
山
池
の
眺
望
無

　
　

双
の
佳
景
な
り
。

　
　
　

お
の
づ
か
ら
は
ゝ
そ
の
風
も
通
ふ
ら
し

　
　
　
　
　

尾
上
に
児チ

ゴ

が
ま
つ
と
聞
よ
り
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同　

源
兵
衛
茶
屋　
　

蒟
コ
ン
ニ
ヤ
ク蒻
の
田
楽
、
名
物
な
が
ら
味
な
し
。
山
谷
と

　
　

い
ひ
精セ

ウ

進
な
れ
ば
、
是
に
て
弁
当
の
用
を
調

ト
ヽ
ノ

ふ
る
な
り
。

　
　

い
に
し
へ
を
捨
ず
に
さ
す
が
田
楽
の

　
　
　
　

黒
の
串
竹
幾
世
経
ぬ
ら
む

是
よ
り
本
道
を
、
丸
山
に
は
じ
ま
り
て
、
川
童
地
蔵
、
是
奈
佐
の
一
族
古

墳
の
■
な
り
。
昏
迷
の
俗
み
だ
り
に
礫
を
打
て
、破
損
毎
々
。奈
佐
日
本
之
介
は

豊
公
来
伐
の
時
滅
亡
。

　
　

う
ち
砕
く
罪
に
な
ら
く
へ
沈
み
な
ば

　
　
　
　

か
は
子
地
蔵
や
し
り
ご
抜
ら
む

同　

笑
谷　

又
笑
岩
と
も

　
　
　

鶯
も
山
の
股
か
ら
ほ
ゝ
ほ
ゝ
と

　
　
　
　
　

い
ふ
お
か
し
さ
に
み
な
わ
ら
ひ
岩

同　

浜
坂　
　
　

大
応
寺
之
観
世
音
堂
は
大
同
二
年
開
基
延
鎮
僧
都

作
仏
也

。

　
　

境
内
桜
樹
数
本
あ
り
。
中
春
の
頃
は
遊
客
不
断
、
佳
景
不
尽
言
葉
。
堂
宇

　
　

最
美
麗
な
り
。
古
名
水
月
庵
。
縁
起
は
拾
遺
書
詳
な
り
。

　
　

観
音
の
御
手
の
弓
矢
を
春
の
日
の

　
　
　
　

い
る
さ
え
お
し
き
花
の
上
か
な

水
上
弁
天
嶋　
　

千
代
袋
両
川
の
合
る
沖
な
り
。
老
松
茂
り
し
中
に
鎮

　
　

座
。
奇
岩
面
白
し
。

　
　

嶋
姫
の
水
の
調
べ
に
あ
は
せ
つ
ゝ

　
　
　
　

琴
ひ
く
松
の
風
ぞ
涼
し
き

是
よ
り
浜
を
さ
し
て
ゆ
く
路
に
紫
山
と
て
あ
り
。
こ
ゝ
に
て
、
村
童
の
松セ

ウ

露ロ

を
採ト

リ

て
籠カ

ゴ

に
入
て
も
て
る
を
見
て

　
　

う
な
ひ
子
が
提サ

ゲ

コ籠
に
千
世
や
満
る
ら
む

　
　
　
　

浜
松
が
ね
の
露
を
ひ
ろ
ふ
て

荒
神
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

御
建
の
松
叢ム

ラ
ガ
リ生

た
る
さ
き
は
、
平
沙
渺

ビ
ヤ
ウ

々
と
し
て
、
向
は
江
津

　
　
　
　

加
路
の
村
落
、
商
舶
遊
舟
眼
を
お
ど
ろ
か
す
ば
か
り
、
彼
方
是

　
　
　
　

方
の
川
岸
に
、
釣
人
数
多
、
漁
舟
・
網
打
な
ど
数
し
れ
ず
。

　

取
お
と
す
は
づ
み
に
い
ふ
か
南
無
三
宝

　
　
　

荒
神
山
の
磯
の
は
ぜ
つ
り

　

と
り
に
来
る
鬼
も
な
け
れ
ば
川
岸
の

　
　
　

ひ
た
ひ
に
め
だ
つ
瘤コ

ブ

柳
か
な

摩
尼
山

児
ヶ
松

湯
山
池

遠
望

同
奥
不
動
岩

容
易
く
登
り
難
く［
樹
］枝
ヲ

足
代
と
し
上
ル
岩
ナ
リ

同
峯
立
巌

是
漁
舟
ノ
目
的
ト
ナ
ル
岩
也



56

無駄安留記隊報告書 2006

同　

大
井
古
小
井
古　

今
、大
摺
鉢
小
摺
鉢
と
云
。昔
池
な
り
し
由
。東
浜
の
口

　
　
　
　

柳
茶
店
の
後
の
方
な
り
。　

寛
文
年
間
迄
池
の
形
在
之
。

　
　
　
　

誰
が
何
を
す
る
と
も
知
ら
ず
春
く
れ
ば

　
　
　
　
　
　

れ
ん
げ
も
見
ゆ
る
は
ま
の
す
り
鉢

同　

多
稔
ヶ
池　

多
鯰
池
共
。
ぼ
じ
阪
よ
り
臨
め
ば
、
碧
水
漫
々
と
し
て

　
　
　

風
景
か
ぎ
り
な
し
。
弁
天
嶋
・
柿
嶋
な
ど
、
殊
に
面
白
し
。
こ
ゝ
に

　
　
　

瓢
飲
を
汲
ん
で
し
ば
し
憩
ふ
。

　
　
　

池
の
名
の
鯰
は
知
ら
ず
最
ひ
と
つ
と

　
　
　
　
　

人
を
お
さ
え
る
ひ
や
う
た
む
の
酒

同　

久
松
城
墟　

是
天
文
年
中
鍬
初
す
る
。
山
名
源
十
郎
老
臣
田
原
其
縄

　
　

張
す
る
。
家
老
武
田
豊
前
守
、
同
嫡
子
同
美
作
守
高
信
在
城
す
。
同
山
名

　
　

中
務
太
夫
豊
国
法
名
禅
高
、
同
豊
弘
。
天
正
九
年
落
城
○

宮
部
禅
定
防
在

　
　

城
。
邑
美
高
草
法
美
但
州
二
方
共

合
四
万
五
千
石
。
後
文
禄
四
年
よ
り
宮
部

　
　

兵
部
少
輔
伯
州
倉
吉
に
移
る
先
代

時

。
慶
長
五
年
倉
吉
ニ
て
滅
す
。
池
田
備

　
　

中
守
長
吉
同
十
九
年
同
備
中
守
長
幸
在
。
後
元
和
三
年
備
中
松
山
ニ
移
。

　
　

元
和
三
よ
り
因
伯
両
州
主
松
平
新
太
郎
光
政
、
宝
永
九
年
迄
。
備
前
岡

　
　

山
に
移
る
○

松
平
相
模
守
光
仲
公
代
々
。

同　

山
後
豊
公
ガ
陣
跡　

水
戸
谷
よ
り
百
谷
へ
越
路
の
左
り
。
岑
に
方
三
十
間

　
　

余
丈
余
の
高
塹
を
四
方
に
筑
。乾
堀
二
ッ
入
口
老
松
叢
生
た
り
。
是
天
正

　
　

年
間
豊
公
来
伐
の
時
筑
た
り
。
今
は
小
笹
原
松
林
と
な
り
て
鬱

　
　

茂
た
り
。

　
　

ば
ち
な
ら
ぬ
二
ッ
の
脚
で
ど
ん
ど
ん
と

　
　
　
　

の
ぼ
り
て
見
れ
ば
た
い
こ
う
が
な
る

浜
坂　

柳
茶
店

同　

大
井
古

俗
摺
鉢

浜
坂

　

観
音
堂

　

弁
天
嶋

多
鯰
池

多
根
ヶ
池

浜
坂

荒
神
山
并
御
茶
屋
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【
下
巻
】

同　

霊
石
山
最サ

イ
セ
ウ勝

寺　

真
言
宗　

京
仁
和
寺
末　

元
三
大
師
開
基

　
　
　

境
内　

蒲カ
バ

冠
ク
ワ
ン

者
範ノ

リ

頼
公
古
墳　

山
裾
の
田
圃ボ

の
側
に
在
法
名
頼
賢

ト
改
号

　
　
　

遺
物　

太
刀　

鎧
の
類　

馬
具　

本
尊
薬
師
如
来　

行
基
作

　
　

鎌
倉
の
闇
を
凌
ひ
で
郭
公

　
　
　
　

片
山
蔭
の
月
に
啼
な
り

境
内-　

水
神
社　

当
山
氏
神　

石
神
門
有　

荒
神
社
は
山
上
森
の
中

境
内　

神
の
御ミ

コ子
石イ

シ　

裏
山
端
の
方
松
樹
の
下
に
在
。
神
代
よ
り
伝
。

　
　
　
　

山
風
を
谷
間
の
す
ゞ
に
音
た
て
ゝ

　
　
　
　
　
　

雲
の
袖
ふ
る
神
の
み
こ
い
し

　

遺
物　

紺
紙
金
泥
ノ
大
般
若
経　
範
頼
自
筆

　

什
物
大
般
若
経
五
十
巻

元
三
大
師
筆

十
六
善
神
像
唐
恵
果

和
尚
筆

潅
頂
宝
冠
鉄テ

ツ
ハ
チ鉢

十
六
善
神
画
像
は
密ミ

ツ
ガ画

な
り
。
極
彩サ

イ

色
経
巻
は
慈
恵
大
師
筆
。
尤
古
物
な
り
。

宝
冠カ

ン

は
今
五
片
残
れ
り
。又
金
焼
付
地
紋
有
。同
鉄テ

ツ
ハ
チ鉢

ハ

庭ソ
コ
ク
チ朽

た
る
。
尤
古
物
二

て

彼
食
米
を
炊

カ
シ
キ
し
物
故
哉
。
最

モ
ツ
ト
モ

古
雅ガ

な
り
。
蒲
公
法
名
頼
賢

　
　
　
　

自
筆
般
若
経

紺
紙

金
泥 

ニ

て
写

ウ
ツ
シ
た
る
二
枚
。
太
刀
は
無
銘メ

イ

一
振
遺ノ

コ

す
。
先
年
瑞ズ

イ

徳
院
慶
邦
卿

　
　
　

の
時

有
銘
の
太
刀
一
振
祐
ノ
字
下
ウ
カ
ブ
リ

計
残
ル
名
ノ
物　

を
献ケ

ン

じ
た
り
と
云
。
古
鐙

ア
ブ
ミ

一
螺
点

　
　

古
鞍ク

ラ

な
ど

遺ノ
コ

れ
り
。
○

又
明
治
九
丙
子
七
月
末
に
蒲
公
御
墳
の
石
垣
崩ク

ズ
レて
是
を
筑ツ

キ

改
む
時
、
中
よ
り
如ニ

ヨ
イ
リ
ン

意
輪
観
音
の
銅ド

ウ

像
を
掘ホ

リ

出
せ
り
。
丈
三
寸
許
、
是
公
の
守

マ
モ
リ

本
尊
な
り
し
に
や
。
衆
尊
信
す
。
又
此
山
裏ウ

ラ

八
東
方
ノ

裾ス
ソ

に
五
六
尺
許
の
岩

二
ッ
立
た
る
処
、
弁
財
天
と
て
今
年
夏
衆ミ

ナ

人
群ム

レ
マ
イ
リ
参
す
る
こ
と
数
千
万
な

り
け
る
。
米
岡
よ
り
出
茶チ

ヤ
ヤ舎
両
三
家
、
其
外
ニ

も
夥

ヲ
ビ
タ
ヽし
く
賑

ニ
ギ
ワ
ふ
。
神
の
御ミ

コ冠

石
は
河
原
村
の
方
西向

山
の
半
腹
に
大
石
見
ゆ
る
物
な
り
。
樹
は
枯
て
な
し
。

慈シ

エ恵
大
師
は
今
明
治
九
丙　

　

子
年
迄
凡
八
百
九
十
五
年
也
。
是
元
三
大
師
な
り
。

又
蒲カ

バ

殿
当
寺
江

潜セ
ン
キ
ョ居

の
時
、
討ウ

ツ

手
と
し
て
梶
原
等
来
る
時
、
こ
の
山
下
ニ

て

鮪シ
ビ

の
頭

カ
シ
ラ

を
焼
て
火
葬
ニ

託
し
た
る
は
是
建
久
四
年
、
今
年
迄
凡
六
百
八
十

年
許
。
又
境
内
糸
桜
は

カ
ゝ
シ

　
　

村
豪ガ

ウ
ノ
ウ農

三
木
某
、
庭
中
に
糸
桜
の
大
株
有
。

是
本
は
当
寺
の
種
な
る
由
を
伝

ツ
タ
ヘ

て
、
後
に　
　
　

頃
ニ

や
、
又
当
寺
江

若
種
を

植
継ツ

ギ

し
も
の
な
り
と
。
又
紅モ

ミ
ヂ楓

の
老
株
傴ノ

ベ

た
る
も
の
あ
り
。
偖
又
蒲
公
の

御
子
孫
相
続
て
国
侍
ニ
も
吉
見
氏
を
号
し
、
出
雲
に
も
在
。
皆
天
正［
之
］

年
間
迄
も
武
名
あ
り
。
巨コ

ノ濃
郡
岩
常
二
上
城
ニ

も
在
し
由
。
是
大
平
記

古
書
帖
も
年
経フ

ル
ト
ウ
ナ
ン

盗
難
火
災サ

イ

に
度
々
遇
ふ
故
、
咸ミ

ナ

々
滅
亡
し
て
口
碑

の
み
残
る
ぞ
惜
む
べ
し
。

和
銅
年
中

邑
美
郡

最
勝
寺
山

境
内
糸
桜　

紅
葉　

名
株

鐘
は
寛
文　
　

亥

冶
工
鋳
物
師
町
辻
和
泉
守
也
。

如
意
輪
観
音
像
は
銅
歟
。

明
治
九
丙
子
七
月
蒲
公
墳
壊

而
出
ル
。
三
寸
計
。
是
守
本
尊
也
。

下
四
一
裏
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【
拾
遺
巻
】

邑
美
郡
鳥
取
久
松
城
は
、
天
文
十
四
乙
巳
二
月
中
旬
鍬
初
し
て
布
施

在
城

山
名
源
十

郎
豊
勝
老
臣
田
原
某
縄
張
す
。
同
老
臣
武
田
豊
前
守
、
同
嫡
子
美
作
守
高
信
在

城
、
後
ニ

山
名
中
務
太
夫
豊
国
法
名
禅
高

　
　
　
　

同　
　

豊
弘
、
天
正
九
年
為
二

豊
公
之
一

吉
川
式
部

少
輔　
　

共
ニ

落
城
ス

。
代

カ
ワ
リ

而
宮
部　
　

禅
定
坊
、
高
四
万
五
千
石
高
草　
邑
美

法
美　
但
州

合
領
ス

。

後
ニ

伯
州
倉
吉
ニ

移
る
。
同
兵
部
少
輔
文
禄　
　

四
年
ヨ
リ

慶
長
五
年
滅―

二

却
於
此
ニ一

。
慶
長
六

辛
丑
の
年
よ
り
池
田
備
中
守
源
長
吉
、
同
十
九
年
同
備
中
守
長
幸
在
。
元
和
三

年
移―

二
転
ス

備
中
松
山
ニ一
。
元
和
三
年
よ
り
松
平
本
姓

池
田

新
太
郎
源
光
政
公
在
城
、
寛

永
九
年
移―

二
転
ス

備
前
岡
山
ニ一 

在
城
間

十
六
年
。
同
十
年
よ
り
松
平
本
姓

池
田

相
模
守
源
光
仲
公
、

代
々
因
伯
両
州
太
守
。
可
レ

惜
、
明
治
年
間
之
改カ

イ
カ
ク革

ニ

空ア
キ

城
と
な
る
。
依
て
予

が
輩
得
ル二
登
山
ヲ一
。
途
九
曲
旋セ

ン
テ
ン転

、
郭

ク
ハ
ク

内
有
二
清
井
一
。
故
ニ
名
城
矣
。

久
松
山
ノ

頂
イ
タ
ヾ
キ

天
守シ

ュ
ダ
イ台

石
垣
之
上
よ
り
遠
近
眺テ

ウ
モ
ウ望

無ム
ソ
ウ双

。

・
雲
を
踏フ

ミ

霞カ
ス
ミを

喰ク
ラ

ふ
山
人
の
其
数カ

ズ

に
し
も
け
ふ
は
入
に
き

同
麓フ

モ
ト

　

楓
モ
ミ
ジ
ノ
テ
イ

亭　

紅
葉
御
殿
ト

云
。
萩
も
多
株
植
之
。
小
亭
雅
趣
あ
り
。

・
見
る
人
に
お
の
が
錦

ニ
シ
キ

を
奪ウ

バ

は
れ
し
昔
や
い
か
に
か
へ
る
で
の
色イ

ロ

同
後
山　

豊
タ
イ
コ
ウ
ト
リ
デ
ア
ト

公
砦
墟
太
閤
ガ
平ナ
ル

と
云　

百
谷
路
の
在
レ
側
ニ
。
高
岑
也
。

・
ば
ち
な
ら
ぬ
ふ
た
つ
の
脚ア

シ

で
ど
ん

ぐ
と
登

ノ
ボ
リ

て
見
れ
ば
た
い
こ
う
が
な
る

鳥
取
瓦
町
池
田
壱イ

キ岐
ノ

守
殿ド

ノ

下
邸

ヤ
シ
キ

遊ユ
ウ
ク
ハ
ン
館
は　
　

年
間
草ハ

ジ
マ
ル創
。
方ハ

ウ

数ス

十
町
、
中
に

堀ホ
リ

池
圍

メ
グ
リ

五
六
町
、
中
嶼シ

マ

弁ベ
ン
ザ
イ財
天
祠ヤ

シ
ロあ
り
。
水
上
に
は
鳧カ

モ鴨
雁カ

ン

遊ウカ
ミ
ユ
ク
泳
し
、
館

ヤ
カ
タ

下
小

艇ブ
ネ

を
繋ツ

ナ

ぎ
、
向
に
稲イ

ナ
リ荷
の
杜モ

リ

、
老ヲ

イ

松
鬱ウ

ツ
モ茂
と
し
、
左
に　
　

祠
、
老
杉ザ

ン

蒼ソ
ウ
ス
イ翠
た

り
。
小
圯バ

シ

を
渉ワ

タ

れ
ば
、
桜サ

ク
ラ樹
彼

カ
シ
コ

此コ
ヽ

に
植ウ

ヱ

て
、
馬バ

場ヾ
有
。
側

カ
タ
ハ
ラに
径

コ
ミ
チ

草
花
競キ

ソ

ふ
。

土ツ
ク
シ筆
に
脚ア

シ

の
ふ
み
ど
な
き
ま
で
、
左
右
の
田
野
菜ナ

ノ
ハ
ナ花
金
を
敷シ

き
、
春
日
壮ソ

ウ

観
ク
ハ
ン

風フ
ウ

韻イ
ン

最
モ

勝ス
グ
レた
り
し
も
、世
の
変ヘ

ン
カ
ク革
に
衰ス

イ
ハ
イ廃
し
て
、今
は
青ア

ゲ
ヤ楼
戯シ

バ
イ場
の
屋イ

ヱ

舎イ

軒ノ
キ

を
競キ

ソ

ひ
、

艶エ
ン

色
シ
ヨ
ク

往ム
カ
シ昔
に
引
替カ

ハ

る
も
最イ

ト

可
レ
惜

ヲ
シ
ム
。
其
形カ

タ

ち
僅

ワ
ヅ
カ
に
残
し
も
、
明
治
六
癸
酉
の
火

災サ
イ

に
灰ク

ハ
イ
ジ
ン燼
と
な
り
て
な
し
。
稲
荷
の
丘ヲ

カ

も
漸ヲ

イ
ヲ
イ々

に
取
崩ク

ヅ

し
て
其
形カ

タ
チを
失シ

ツ

し
、

往ム
カ
シ昔
は
如キ

サ
ラ
ギ月
初
午
に
は
市マ

チ

中
第
一
の
祭マ

ツ

り
な
り
し
も
、
今
は
絶タ

ヘ

て
な
し
。
桜
樹

も
掘ホ

リ
ス
テ捨
て
、
今
は
纔

ハ
ツ
カ
に
一
二
を
遺ノ

コ

す
。
門
前
の
並ナ

ミ

松
は
早ハ

ヤ

く
に
掘
取
、
側

カ
タ
ハ
ラに
川

を
切
込コ

ミ

た
り
。
池
の
水
禽ト

リ

は
鼓

タ
イ
コ

琴
サ
ミ
セ
ンの
響

ヒ
ヽ
キ
に
慨ガ

イ

然
と
し
て
飛ト

ビ

去
ヌ

。
家ア

ヒ
ル鴨
是
に
代カ

ハ

り
て
棲ス

ム

す
。
嗚ア

呼ヽ
盛セ

イ
ス
イ衰
眼
前
に
膽ミ

て
泣ナ

ン
ダ涕
多
し
。
悲ヒ

フ
ウ風
袂タ

モ
トを
湿シ

ツ

す
る
ば
か
り
、

花ク
ハ
ビ美

は
昔
に
百
倍バ

イ

し
粉フ

ン
タ
イ黛

あ
た
り
に
輝

カ
ヽ
ヤ
グく

と
雖

イ
エ
ド
モ、

心
有ア

ル

も
の
ゝ
倚ヨ

ル

べ
き
場バ

に
あ

久
松
城
天
守
墟

河
海
遠
望

天
文
十
四
乙
巳
年

二
月
ノ
初
築
造
。

布
施
城
主
山
名

左
馬
頭
誠
通

家
老
田
原
某

奉
行
。
後
武
田

又
五
郎
在
城
ス
。

脚
下
ニ
鵯
尾
・
浜
坂
・

代
々
山
及
荒
神
山
、

東
浜
・
加
路
浦
港
・

鳥
ガ
嶋

豊
公
砦
墟

　

俗
太
閤
ヶ
平
ト
号
。

・
ば
ち
な
ら
ぬ

 

ふ
た
つ
の
あ
し
で

 

ど
む
ど
ん
と

 

の
ぼ
り
て
見
れ
ば

 

た
い
こ
う
が
な
る　

無
庵

久
松
城
中
楓
亭

拾
遺
二
九
裏
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ら
ず
。
松
琴キ

ン

鶯ヲ
ウ
カ歌
は
唱ウ

タ
イ
メ妓
の
鼓コ

ゲ
ン弦
に
圧ヲ

さ
れ
薫ク

ン
タ
イ態
芳ハ

ウ
シ姿
は
徒

イ
タ
ヅ
ラに
戯シ

バ
イ場
傀ニ

ン
キ
ョ
ウ
儡
に
奪ウ

バ

は
る
。
其
面
白
さ
は
勝マ

サ

る
と
も
其
さ
ま
は
遐

ハ
ル
カ

に
劣ヲ

ト

れ
り
。

・
鼓

ツ
ゞ
ミ

草グ
サ

た
ん
ぽ
ゝ
ち
ゝ
と
鶯

ウ
ク
ヒ
スの

歌
に
合
せ
て
う
ち
の
野
に
咲サ

ク

補フ
ダ
ラ
ク

陀
洛
山
慈ジ

ゲ
ン眼

寺
観
音
院
は
鳥
取
権
現
道
也
。
因
幡
順
礼
第
一
之
札
所
と
す
。

堂ド
ウ
ウ宇

荘シ
ヤ
ウ
ゴ
ン厳

美ビ

也
。
本
尊
観
音
大
士
、
小
堂
ハ

弁
財
天
を
祭
る
。
小
堂
は
弁
天
。

境ケ
イ
ダ
イ内

岡
本
応ヲ

ウ
シ
ン申

碑ヒ

、
左
方
ニ

在
。
銘
ニ

曰
、
先
生
姓
岡
本
氏
、
名
良リ

ヤ
ウ
セ
キ

碩
、
号
二
応

申
ト一
。
備
前
ノ

人
也
。
自ヨ

リ
レ
幼
キ

作
ル二
俳
歌カ
ヲ一
、
又
名ナ
ア
リ

二

茶
技
ニ一 
詔
曲
。
長
師
ト
シ

二

事
フ

鳳
鳴
舎シ

ヤ

白
翁
ニ一

。
遂
ニ

継
翁
之
縁
ヲ一
、一
時
称
ス二
斯コ

ノ

技ギ

之
宗
匠
ト一
。
時
々
来
テ

遊
ブ二
于

因
藩
ニ一
。
縦シ

ウ―

徒ト

百
数
十
人
ア
リ

　
　

。
文
化
丙
子
之
夏
累カ

ヽ
リレ

病
ニ

、
門
人
午ゴ

ス
イ睡

一
片
扶

持
シ

、
送
リ二
到
ル
于
備
藩
一
。
後
八
月
四
日
卒
ス

。
時
享
年
七
十
有
八
。
臨
レ
死
自
ラ

書
ス二
小
序
並
辞
世
ノ

句
ヲ一
。

云　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
年
撰
字

　
　

文
政
壬
午
中
秋
之
日　
　
　
　
　
　

  

社
中
建
焉

　
　
　

天
一
を
生
じ
二
三
を
生
じ
三
万
物
を
生
ず

　
　

世
界
み
な
月
雪
花
の
外
は
な
し　

上
池
館
応
申

・○
立
川
一
丁
目
子コ

ヤ
ス安
地
蔵
堂

今
は
庵ア

ン
デ
ラ寺
に
て
、
尼ア

マ

の
住
居
な
り
。
此
庵ア

ン
ノ

仏
前
賽サ

イ
セ
ン
バ
コ

銭
筥
は
、
姥ウ

バ

の
口
あ
き
た

る
処
よ
り
、
米
銭ゼ

ニ

を
入
て
謁

ヲ
ガ
ミ

す
。
世
俗
米コ

メ
カ
ミ噛

婆バ

婆バ

と
呼
ぶ
。
是
三
途ヅ

の
姥バ

ヽ

を
表

し
た
る
か
。
往ム

カ
シ古

よ
り
斯カ

ク

の
如
し
と
。

・同
源
太
夫
松　

今
は
枯
て
な
し
。
世
俗
山
の
号
と
す
。
谷
の
東
方
高
き
処
、
雨

乞
の
処
あ
り
。
旱
に
は
修
験　
　

院
上
り
て
祈
る
。

同　

大
宝
山
芳
心
寺　

法
花
宗

池
田
称
松
平

　
　
　

相
模
守
光
仲
公
御
室
芳
心
院
殿
廟
。

梵
宇
往
古
荘
厳
者　

大
火
ニ

焼
失
。
明
治
年
間
、
品
治
村
一
乗
寺
本
堂
を
移
建

而
荘
厳
整

ト
ト
ノ

ウ

。
本
尊
鬼
子
母
神
。
境
内
法
経
塔
者
、
安
政
五
戊
午
年
、　　

世

日
透
上
人
、
八
上
郡
最
勝
寺
山
谷
ノ

以
二
自
然
石
ヲ一

建
レ

之
。
題
目
は
京
師
本
国

寺　
　

大
僧
正
自
筆
也
施
主
者　

竹
生
近
藤
。
小
堂
、大
黒
天
・
三
十
番
神
、築
山
者
山
本
宗

珉ミ
ン

造
。
同
塔
中
本
慈
院
旧
上
地
今
芳
心

寺
之
処　
　

地
而
、
本ホ

ン
メ
ウ
ア
ン

妙
庵
と
号ガ

ウ

。
元
祖
円ヱ

ン
ク
ワ
バ
ウ

華
坊
日
春

シ
ユ
ン

法ハ
ウ
シ師
、
天
文
廿
二
甲
寅
年
二
月
廿
一
日
寂
。
其
後　
　

世
日
宥ユ

ウ

上
人
、
本
妙
寺
ト

改
号
、
転―
二
住
於
当
地
ニ一 

寛
文
九
己
酉

三
月
五
日
寂

。
又
改
号
本
慈
院
。
小
堂
妙
見
大
士
を
祭
る
。

　
　

築
山
当
藩バ

ン

山
本
宗サ

ウ
ミ
ン珉
造ツ

ク
ルレ
之
ヲ

。
坪
山
本
ト
云
。
知
行　

百
石
。
極
茶
道
築
山
之
妙
術
ヲ
。
当
市

中
数
所
造
立
甚
ダ

衆
ヲ
ヽ
シ

焉
。

・
谷
深フ

カ

く
岩
山
高
き
貌

ス
カ
タ

に
も
造ツ

ク

り
し
人
の
心
を
ぞ
し
る

瓦
町
東
池
田
公
下
邸

　
　
　
　
　
　
　

旧
図

　

今
新
地
ト
云
。

観
音
院
境
内

同
庭
前
図

其
二

別
荘
は
明
治
年
中
建
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○
樗ヲ

ヽ
チ
ダ
ニ谷
神
社
東
照セ

ウ

宮
大
権
現
は
、
寛
永
年
間
池
田
氏
松
平
相
模
守
源
朝
臣
光

仲
公
初
而
草
創
。荘
厳
美
麗
。別
当
大
雲
院
天
台
宗

　
　

神
職
は
小
宅
市
正
守―

二

護
之
ヲ一
。

　
　

年
間
、
銅
燈
籠
を
一
対
献
之
。
毎
年
四
月
十
七
日
祭
礼
。
後
有
テレ
故
九
月

十
七
日
ニ

定
ル
。太
夫
家
よ
り
石
燈
籠
を
献
、数
十
筒
路
傍
に
連
立
す
。随
身
門
、

神
楽
堂
、
本
地
堂
、
荘
厳
美
を
尽
せ
り
。

○
邑
美
郡
浜
坂
圯

ツ
チ
バ
シは

、
往
古
独ヒ

ト
ツ
バ
シ

橋
な
り
し
を
、
当
村
某
往
来
危ア

ヤ
ウき

を
歎ナ

ゲ

き
、

自ジ

力
不ズ
レ
能

ア
タ
ハ
、
他タ

力
を
以

モ
ツ
テ
せ
ん
と
欲ホ

ツ

す
。
時
に
飼カ

イ
イ
ヌ犬
の
よ
く
人ジ

ン
イ意
を
悟サ

ト

る
あ
り
。

某
之
に
愉サ

ト

し
て
曰

イ
ハ
ク
、
汝

ナ
ン
ヂ
よ
く
き
け
。
我
年
来
、
此
独ヒ

ト
ツ
バ
シ
梁
を
土ツ

チ
バ
シ橋
に
な
し
万
人
を

快コ
ヽ
ロ
ヨく
渉

ワ
タ
サ
ん
と
す
。
依ヨ

ツ

て
頸ク

ビ

に
嚢

フ
ク
ロ
を
か
け
、
途ミ

チ

に
佇

タ
ヽ
ズ
み
、
旅リ

ヨ

人
に
銭
を
乞コ

ふ
べ

し
と
。
犬
尾
を
振フ

リ

て
諾ダ

ク

す
。
翌ヨ

ク
テ
ウ朝
よ
り
路

ミ
チ
ノ
ホ
ト
リ
頭
に
出
て
行ユ

ク
ヒ
ト人
の
裾ス

ソ

を
咥

ク
ハ
ヘ
て
銭
を

乞コ
フ

。
不ザ

レ
レ
与

ア
タ
ヘ
ば
離ハ

ナ

さ
ず
。
一
銭セ

ン

積ツ
ム

で
数ス

ウ

百
と
な
り
、
終ツ

イ

に
圯

ツ
チ
バ
シ

成
就
し
た
り
。
其

犬
死シ

ヽ

て
後
、
祠

ヤ
シ
ロ
を
建タ

テ

て
路
下
田タ

ン
ボ圃
の
旁

カ
タ
ハ
ラに
ま
つ
る
。
犬
の
秀ホ

コ
ラ倉
是
な
り
。

・
人
の
為
に
橋ハ

シ

を
掛カ

ケ

た
る
犬
も
あ
り
人
わ
づ
ら
わ
す
人
や
何
な
る

浜
坂
圃
中
犬
祠

大
宝
山
塔
中
本
慈
院
庭

　
　

山
本
宗
珉
作

大
宝
山
芳
心
寺

宝
山
芳
心
梵
舎
庭
山

高
明
純
一
之
図

山
本
宗
珉
作

　
　

池
象
ルレ
鶴
。
今
潰
。

邑
美
郡
樗
谷
東
照
宮
神
門

其
二

其
三　

北
方

　

鎮
守
稲
荷
社

同
丸
山
河
童
地
蔵

是
鵯
尾
ノ
砦
ニ

楯
篭
テ
戦
死
シ

タ
ル
塩
谷
周
防
守

奈
佐
日
本
之
介
ガ

墳
墓
ナ
リ
。天
保
ノ

初
迄
ハ
如
図
ア
リ

シ
ガ
、
近
頃
破
損

而
石
尊
ノ
小
像

ヲ
纔
ニ
残
ス
。
往
古

ノ
大
像
ニ
不
有
。嗚

呼
可
歎
。

栗
谷　

竜
峯
寺

同　

竜
峯
山
弘
善
禅
寺　

　

庭
坪

丸
山
後
雁カリ
ガ
ネ
ヲ峰
砦
墟

塩
谷
周
防
守
在
砦
ナ
リ
。
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浜
坂
観
音
堂　

以
前
は
水
月ゲ

ツ
ア
ン庵
と
号
。
是
も
後
の
名
ニ

て
、
始
め
は
貞
享
元
年

　
　

の
頃
、
当
村
民
此
辺
を
掘ホ

リ

て
大
朽ク

チ

木
を
得
た
り
。
此
木
、
性
有
て
人
の
手テ

脚ア
シ

の
形

カ
タ
チ

有
。
衆ミ

ナ
ミ
ナ皆

集
て
見
れ
ば
古
き
仏
体
な
り
。
金
箔ハ

ク

の
少
し
残
る
処
も
有
。

ひ
た
も
の
其
地
を
掘ホ

リ
キ
ワ究

め
て
、
円マ

ル

き
木
を
又
得
た
り
。
是
紛マ

ギ

れ
も
な
き
仏
酋シ

ュ

な

り
。
此
儘マ

ヽ

置
べ
き
物
な
ら
ず
と
、
川
端
の
地
に
小
藁ワ

ラ
ヤ家

を
建
、
当
村
は
大
概ガ

イ

天

徳
寺
旦ダ

ン
ナ那

故
、
寺
に
談ダ

ン

じ
て
桜ヲ

ウ
エ
イ栄

と
云
道ド

ウ
シ
ヤ
ジ
ヤ

心
者
を
置ヲ

キ
マ
モ守

ら
し
む
。
依
て
村
の
支シ

配ハ
イ

な
り
。此
桜
栄
、諸
方
勧ク

ハ
ン
ゲ化

し
、其
頃コ

ロ

知
頭
海
道
に
住
す
仏ブ

ツ
シ工

某
ソ
レ
ガ
シに

再サ
イ

刻コ
ク

せ
し

む
。
或
は
京
の
仏
工
と
も
。
此
僧
死
し
て
庵ア

ン

を
守
る
者
な
し
。
茲コ

ヽ

に
石
丈ジ

ヤ
ウと

云

僧
、
道ド

ウ
カ
ウ
ケ
ン
ゴ

行
堅
固
ニ
て
、
九
州
に
下
り
豊
後
の
府
内
ニ

て
乞コ

ツ
ヱ
ン焉

と
な
り
、
山サ

ン
ヤ野

に
住

居
し
、
後
ニ

老
年
行ア

ン
ギ
ヤ脚

し
て
長
州
に
渡
り
、
是
よ
り
托タ

ク
ハ
ツ鉢

し
国
々
経ケ

イ

歴レ
キ

し
当
国
に

来
り
、
此
浜
坂
の
水
石
潔

イ
サ
ギ
ヨく

人
煙ヱ

ン

稀マ
レ

に
静セ

イ
カ
ン閑

の
地
ニ

心
と
ま
り
、
此
草ソ

ウ
ア
ン庵

に
立

よ
ら
る
。
折
節フ

シ

無
住
な
れ
ば
、
村
人
此
僧
を
見
て
、
何
国
へ
通
る
人
と
問
へ
ば
、

諸
国
を
巡メ

グ

る
者
と
云
。
依
て
村
人
強シ

イ

て
此
処
に
留

リ
ウ
ジ
ヤ
ク錫

せ
し
め
、
衣
食
を
送ヲ

ク

り
、

住
せ
し
む
。
是
元
禄
十
年
の
頃
。
其
後
天
徳
寺
の
住
持
遷セ

ン
ゲ化

シ

、
継ケ

イ
セ
キ席

の
僧
な

か
り
し
が
、
世
に
名
有
ル

石
丈
和ヲ

セ
ウ尚

、
此
草
庵ア

ン

に
隠カ

ク

れ
給
ふ
は
幸

サ
イ
ハ
イな

り
と
て
云
へ

共
、
余
り
出
世
は
同
心
な
か
り
し
を
、
強シ

イ

て
請セ

ウ

じ
て
天
徳
寺
へ
進
山
せ
し
む
。

其
後
弟
子
高カ

ウ
ケ
ン賢
を
庵ア

ン

主
た
ら
し
む
。
茲
に
水
月
の
庵
号
は
じ
ま
る
。
後
、
高
賢

は
遍ヘ

ン
サ
ン参
し
、
恵ケ

イ
リ
ン林
下
の
黙モ

ク

堂
ニ
嗣シ

ホ
ウ法
し
、
黄ワ

ウ
バ
ク檗
派ハ

の
僧
と
成
、
肥
前
平
戸
壺
嶋

城
主
松
浦
肥
前
守
菩
提ダ

イ

処
瑞ズ

イ
ガ
ン巌
寺
の
住
■リ

ヨ

と
な
る
。
扨
此
観
音
の
脇ケ

ウ
シ士
は
、
元

禄
十
年
、
願
主
あ
り
て
同
仏
工
の
作
な
り
。
縁
起
ニ

は
古
本
尊
大
同
二　
ノ　

年
延ヱ

ン

鎮チ
ン

僧ソ
ウ
ズ都
の
作
と
有
。
何
の
書
に
伝
へ
し
に
や
。
今
・

・

・

・

の
頃
、
天
徳
寺
隠

居
せ
ん
と
て
・

・

・

・

荘
厳
を
加
へ
堂
宇
広
大
ニ

な
る
。
大
応
寺
と
号
す
。

昔
、当
藩
中
に
森
元
交カ

ウ

と
云
名
医イ

有
。
是
南
部ブ

越
後
と
云
大
剛ガ

ウ
ユ
ウ勇
士
の
末
子
也
。

妾セ
ウ
フ
ク腹
と
も
云
。
其
頃
切キ

リ
シ
タ
ン

支
丹
の
党ト

ウ

に
名
医イ

有
。
邪ジ

ヤ
シ
ウ宗
は
信
ぜ
ね
共
、
彼
は
蛮バ

ン
コ
ク国

人
故
、
日
本
唐カ

ラ
ニ

も
未

イ
マ
ダ

不キ
カ
ヌ聞

名
法
を
知
た
る
薬
を
相
伝
へ
ま
ほ
し
く
、
医
道
の

執シ
ウ

心
よ
り
其
党ト

ウ

に
入
た
る
な
り
。
江
戸
ニ  　

而
訴ソ

人
あ
り
て
、
因
州
ニ

切
支
丹
の
党

あ
り
と
云
け
る
故
、
森
元
交カ

ウ

江
戸
ニ

召メ
シ

捕ト

ら
れ
、
猶
も
同
類
の
白ハ

ク
ゼ
ウ状

せ
し
め
ん

と
拷ガ

ウ
モ
ン問

す
。
元
交
を
仰ア

ヲ
ブ
セ臥

ニ

し
、
臍ヘ

ソ

の
上
に
土
を
塗ヌ

り
、
其
中
に
炭ス

ミ

火
を
お
こ

し
攻セ

メ

問
し
処
、
火
気
盛
ん
に
煙
薫
り
出
け
る
時
、
元
交
「
あ
ゝ
合ガ

ツ
テ
ン点

ゆ
き
た
り
」

と
云
て
息イ

キ
タ
ヱ絶

た
り
。「
や
れ
、
何
か
云
た
り
」
と
火
を
し
め
し
水
を
濯

ソ
ヽ
ギ

、
人
心

ち
付
た
る
時
、
奉ム

ギ
ヤ
ウ行

人
「
汝

ナ
ン
ヂ

今
あ
ゝ
合
点
行
た
り
と
云
け
る
は
い
か
な
る
所シ

ヨ

存ゾ
ン

」
と
問
け
れ
ば
、「
さ
れ
ば
こ
そ
斯カ

ク

の
如
ク

堪タ
ヘ

が
た
き
苦

ク
ル
シ

み
は
心
と
も
せ
ず
、

思
は
ず
、
息イ

キ

の
通カ

ヨ

ふ
限

カ
ギ
リ

は
医イ

道
の
み
我
心
と
せ
り
。
死
て
後
此
心
止ヤ

ミ

な
ん
。
今

火
責ゼ

メ
ニ

て
年
来
の
気キ

カ
イ海

の
灸キ

ウ

の
効カ

ウ

を
不フ

シ
ン審

に
思
ひ
し
が
、
腹フ

ク

中
に
火ク

ハ
キ気

通
り
し

時
、始
て
得ト

ク
ゴ悟

し
、責セ

メ
ク苦

を
忘ワ

ス

れ
覚
へ
ず
合
点
行
た
り
と
申
け
る
」と
答
へ
た
り
。

毎コ
ト

に
獄ゴ

ク

中
に
て
療リ

ヤ
ウ
ヂ治

の
奇キ

カ
ウ効

多
か
り
け
る
。彼カ

レ

此
医イ

道
の
執シ

ウ

心
の
み
邪ジ

ヤ

党ト
ウ

ニ

入
た

り
け
る
を
決ケ

ツ
ハ
ク白

し
け
れ
ば
、
差
て
子
細
有
者
ニ

あ
ら
ず
と
、
其
後
は
拷ガ

ウ

問モ
ン

な
く
、

後
出シ

ユ
ツ
ロ
ウ

牢
せ
ら
れ
、
江
戸
ニ

放　

人
ニ

て
心
の
儘
世
上
を
徘ハ

イ
カ
イ徊

し
け
る
。
か
ほ
ど
一

芸ゲ
イ

ニ

思
ひ
入
ら
ざ
れ
ば
上
手
に
は
成
べ
か
ら
ず
。
元
交カ

ウ

が
因
州
に
居
た
る
邸

ヤ
シ
キ

は
、

今
の
袋
川
堤
内
堤
き
わ
に
有
し
。
其
処
を
元
交
が
入イ

ド戸
と
云
フ

。
土ド

テ手
内
左
の

方
屋
敷
の
内
土
手
際
に
元
交
が
墓ハ

カ

と
云
有
。
一
本
の
榎ヱ

の
樹キ

を
植ウ

ヱ

、
此
処
の
竹

木
、
方
七
八
尺
が
間
、
竹
木
伐キ

リ

て
も
忽
ち
祟タ

ヽ

る
と
云
。
然
れ
ば
元
交
御
免
の
後

江
戸
に
居
、
旧キ

ウ

主
に
被
下
て
本
国
に
帰
り
、
帰キ

ヱ依
の
寺
も
な
け
れ
ば
後
園
に
埋

た
る
な
ら
ん
。

○
慶
安
寺
前
々
住
康カ

ウ
ヨ誉
和
尚
の
咄

ハ
ナ
シ
に
、
父フ

ラ
ウ老
の
曰
、
昔
隣リ

ン
ヂ寺
光
明
寺
は
湯
所
端バ

シ

に
有
。
寺
中
に
八
幡
宮
有
リ

。
往ム

カ
シ古
は
当
社
の
神
宮
た
り
。
い
つ
か
今
の
宗シ

ウ
シ旨
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と
改
む
。
即
本
尊
阿
弥
陀
如
来
と
な
れ
り
。
是
八
幡
宮
の
神
体
な
り
。
故
に
今

も
此
本
尊
は
奇キ

ド
ク特

あ
れ
ま
す
由
。
昔
、
此
神
宮
寺
ニ

て
始
て
常
念
仏
興カ

ウ
ゲ
ウ行

し
、

袋
川
端
ニ

て
一
千
日
回
向
を
勤
ら
る
。
依
而
今
も
千
日
の
井
戸
と
云
名
残
れ
り
。

又
、
羽
田
弥
左
衛
門
屋
敷
裏ウ

ラ

山
下
に
少
し
の
水
溜タ

マ

り
有
。
水
ぬ
る
く
、
是
此
処

昔
温ヲ

ン
セ
ン泉

有
リ

。
年
代
不シ

レ
レ

知ズ

。
遠ト

ヲ

き
昔
の
こ
と
に
や
。
百
三
四
年
以
前
、
此
処

よ
り
湯
桁ゲ

タ

の
腐ク

サ
レ
ギ木

出
た
る
と
父ト

シ
ヨ
リ老

の
咄
な
り
。
頼ヨ

リ

て
湯
所
の
名
あ
る
な
り
。

○
秋
田
仁ニ

兵
衛
の
噺

ハ
ナ
シ

に
、
御
城
内
中
阪
の
桂ケ

イ

蔵
坊バ

ウ

は
狐
の
名
と
思
へ
り
。
或
老

人
の
曰
、
昔
桂
蔵
坊
と
云
山
伏
、
死
て
中
阪
に
葬

ハ
フ
ム
リた

る
也
と
。
今
も
五
輪
の
残

有
リ

。
何
れ
か
不
知
。
是
池
田
備
中
守
の
御
在
城
よ
り
以
前
の
こ
と
な
り
。
扨
宮

部ベ

善ゼ
ン
ゼ
ウ
バ
ウ

祥
房
当
城

主
也

昔
は
比
叡ヱ

イ

山
の
衆シ

ウ
ト徒

な
り
。
以
前
の
名
を
不
レ
改

ア
ラ
タ
メ、

善
祥
房
と
称セ

ウ

し
て
秀
吉
公
に
従

シ
タ
ガ

ひ
、武
功
勝ス

グ

れ
た
る
人
也
。鳥
取
城
攻ゼ

メ

の
時
も
、円ヱ

ン
ゴ
ジ

護
寺
よ
り

塩
谷
周
防
守
が
籠
た
る
雁カ

リ
ガ
ネ
ヲ

金
尾
の
砦

ト
リ
デ

を
抜ヌ

キ

て
、
本
城
と
丸
山
の
出
城
鵯
尾

ノ
城
と
の

中
間
を
取ト

リ

切
て
、
諸
将
に
勝
た
れ
ば
、
落
城
の
後
、
鳥
取
城
久
松
城

　
　

を
拝ハ

イ

領レ
ウ

せ

ら
る
。
薩
州
軍
の
時
も
勲ク

ン
コ
ウ功

有
て
感カ

ン

状
を
得
た
り
。
軍
中
ニ

て
衆
を
励ハ

ゲ

ま
す

為
メ

、
山
伏
を
召
具グ

し
勝
軍
の
祈キ

ト
ウ祷

を
な
さ
し
む
例

タ
メ
シ

あ
り
。
元
来
衆
徒
な
れ
ば
、

桂
蔵
坊
も
善
祥
房
に
従

シ
タ
ガ
ひ
当
処
ニ

来
り
、
城
内
に
居
住
し
た
る
や
。
城
山
の
中

に
、
山
伏
井
戸
と
云
水
溜タ

マ

り
、
大
井
な
り
。
此
人
な
ど
住
居
せ
し
時
掘
た
る
も

の
か
。

○
竹
嶋
山
天
満
宮
は
、
昔
は
立
川
村
中
に
有
。
近
来
、
野
崎
喜
平
治
家
の
向
、

藪ヤ
ブ
ガ
キ垣
し
た
る
百
姓
の
住
地
を
天
神
邸ヤ

シ
キと
云
。
此
処
天
神
の
旧キ

ウ
チ地
な
り
。
又
竹
嶋

山
の
近
処
、
天
神
田
と
云
田
有
リ

。
昔
の
御ゴ

供ク
ウ
ダ田
と
云
伝
ふ
。
永
禄
年
間
、
山

中
鹿
之
助
、
甑

コ
シ
キ

山
よ
り
出
勢
し
て
鳥
取
城
攻
た
る
時
、
城
主
は
武
田
美
作
守
孝タ

カ

信
在
城
也
。
其
時
、
此
辺
を
焼セ

ウ
ボ
ウ亡
し
通
り
し
故
、
社
檀ダ

ン

民
家
一
時
に
灰

ク
ハ
イ
ジ
ン燼
と
な

り
、
後
軍
静
ま
り
て
人
民
も
住
居
し
て
再
建
の
企

ク
ハ
ダ
テす

れ
共
、
神
体
な
け
れ
ば
彼

是
日
数
を
送
る
う
ち
、
当
村
の
牧

ウ
シ
カ
イ
ゴ童

深フ
カ

草
ノ

中
よ
り
一
ッ
の
天
神
の
御ミ

グ
シ首

を
拾ヒ

ロ

ひ
帰
る
。
人
々
に
見
せ
る
に
、
紛

マ
ギ
レ

な
き
天
神
の
み
ぐ
し
也
。
時
に
村
老
に
神
託タ

ク

有
ば
弥イ

ヨ

信シ
ン
カ
ウ仰

し
、
直
に
今
の
竹
嶋
山
下
に
祠
を
建
立
す
。
竹
嶋
の
名
は
、
御
国

替ガ
ヘ

の
後
、
備
前
の
竹
嶋
に
住
け
る
法ハ

ウ
イ意

と
云
修シ

ュ
ゲ
ン験

者
、
当
国
に
来
し
に
、
当

藩カ
チ
ウの

馴ナ
ジ
ミ
ノ染

人
に
引
留ト

メ

ら
れ
此
処
に
住
し
、
終
に
竹
嶋
の
法
意
と
云
よ
り
名
と
な

れ
り
。
山
中
が
焼

ヤ
キ
ホ
ロ
ボ
ス

亡
は
永
禄
九
年
八
月
朔
日
な
り
。
其
頃
よ
り
天
神
の
祠
有
し

■
。
古
き
事
な
り
。

・○
邑
美
郡
田
ノ

嶋
村
は
、
昔
山
名
家
代
々
国ク

ニ
ヤ
カ
タ

屋
形
と
称セ

ウ

し
て
布フ

施セ

在
城
の
時
、

此
所
■ヲ

フ
テ手

口
、
但
州
伯
州
へ
通
り
、
布フ

セ施
城
下
よ
り
但
州
へ

行
道
也
。
故
に
昔

は
繁
昌
の
地
な
り
。
当
郡
の
大
村
ニ  　
而
田
嶋
千
軒
と
呼ヨ

ビ

け
り
。
村
中
寺
院
多
く

在
て
、
今
の
毘ビ

シ
ヤ沙

門
堂
を
多
門
山
今コ

ン
リ
ウ
ジ

瀧
寺
と
云
。
即
八
幡
宮
の
神
宮
ニ

て
、
神

宮
寺
と
も
云
。
八
幡
宮
の
旧
地
も
村
中
に
有
。
此
寺
の
物
と
て
、
古
き
経
の

切
レ

な
ど
持
伝
ふ
。
旧キ

ウ
キ記
は
燼ジ

ン
メ
ツ滅
し
た
り
。
只
屋
形
弥
三
郎
豊
次
、
武
運
長
久

を
祈

イ
ノ
リ
し
護ゴ

摩マ

の
仏
具
有
リ

。
施
主
武
田
又
五
郎
と
銘メ

イ

あ
り
。
古
物
也
。
武
田
は
若

狭　

の
武
田
よ
り
別
れ
た
る
家
ニ  　
而

、
流ル

ラ
ウ浪
し
て
当
国
に
来
り
、
布フ

セ施
の

屋ヤ
カ
タ形

の
家
人
と
な
り
、
武
略
の
者
に
て
家
老
ま
で
立
身
し
、
鳥
取
の
城
代
と
成

け
る
が
、
名
城
に
籠

コ
モ
リ
て
逆
心
を
企
て
、
布フ

セ施
の
屋
形
と
た
た
か
ひ
数
度
戦
ひ
、

屋
形
の
一
族ゾ

ク

武
田
が
為
に
大
半ハ

ン

戦セ
ン
シ死
せ
ら
る
。
稲
葉
武
談
に
記
ス

。
其
時
に
田
ノ

嶋
は
布
施
の
追ヲ

ヽ
テ手
な
れ
ば
、
寺
も
民
家
も
不
残
兵
火
に
燼ジ

ン
メ
ツ滅
し
、
暫

シ
バ
ラ
く
野
と
な

り
ぬ
。
是
永
禄
年
間
な
り
。
依
而
昔
の
宮
社
も
神
宮グ

ウ

寺
も
断ダ

ン
ゼ
ツ絶
す
。
只
、
寺
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邸ヤ
シ
キと
云
名
の
み
残
り
、
其
後
民
も
屋

イ
ヱ
ヤ
シ
キ舎
を
立
テ

居
住
す
。
田
ノ

嶋
の
名
再
び
起
れ

り
。
于
時
慶
長
元
三
月
、
頼ラ

イ
ケ
ン賢

と
云
密ミ

ツ

僧
、
伯
州
よ
り
但
州
へ
通
る
と
て
当
村

に
止シ

シ
ュ
ク宿

し
け
る
、
其
前
夜
、
村
人
に
夢ユ

メ

の
告ツ

ゲ

有
て
、
放

ハ
ウ
ク
ハ
ウ光

奇キ
ズ
イ瑞

を
見
て
、
昔
の

御ミ
タ
ラ
シ

手
洗
井イ

の
内
よ
り
、
一
寸
八
分
の
多タ

モ
ン門

天
の
像ゾ

ウ

を
得
た
り
。
是
の
本
尊
也
。

此
事
を
頼
賢
に
告
て
留リ

ウ

錫ジ
ャ
クせ

し
め
、
一
草
庵ア

ン

の
開ク

ハ
イ
キ基

と
す
。
当
村
に
山
根
万
作

と
云
者
、
是
を
随ズ

イ
キ喜

し
、
草
庵
を
創ソ

ウ
リ
ツ立

し
本
尊
を
安
置
す
。
頼
賢
は
又
諸
国

行ア
ン
ギ
ャ脚

に
出
ら
れ
て
、
後
、
継ケ

イ
セ
キ席

の
僧ソ

ウ

も
な
く
村
の
支シ

ハ
イ配

と
成
。
後
幾イ

ク
タ
リ人

か
庵ア

ン

主

を
置ヲ

キ

た
れ
ど
も
、
歴レ

キ
セ世

の
次
第
も
不
知
。
元
禄
年
中
、
行カ

ウ

□チ
ウ

と
云
浄
土
宗
の
道

心
を
置
く
。
于
時
諸
方
に
勧
化
し
て
草
堂
の
修シ

ユ
リ理

す
。
又
新
に
三
尺
壱
寸
の

毘ビ
シ
ャ
モ
ン

沙
門
天
を
彫テ

ウ
コ
ク刻

し
、
彼カ

ノ

小
像
を
仏ブ

ク
ク躯

の
内
に
込
て
、
後
今
の
福
寿
院
と
云

修シ
ュ
ゲ
ン験

を
請セ

ウ

じ
居
ら
し
む
。
此
僧
因
伯
を
勧
化
し
、
二
間
四
面
の
堂
を
新
ニ

建
る
。

漸ヤ
ウ
ヤく

享
保
十
五
年
庚　

　

戌

成
就
し
、
入
仏
供
養
夥

ヲ
ビ
タ
ヾし

か
り
し
。

高
原
市
兵
衛
先
祖
高
原
佐
介
は
、
剛
武
の
名
あ
り
。
河
野
ノ

一
族
な
り
。
慶
長

年
中
迄
田
嶋
ヲ

代
々
押ヲ

ウ
レ
ウ領

す
。
此
時
天
下
一
統ト

ウ

の
御
治
世
ニ

て
、
切
取
と
て
独ト

ク
リ
ウ立

す
る
こ
と
な
ら
ざ
る
故
に
、
輝
政
公
播
州
御
入
国
の
時
、
佐
介
御
幕バ

ク
カ下

に
属ゾ

ク

せ

ん
こ
と
を
願
ふ
。
神
妙
也
と
て
、
田
ノ

嶋
を
高
三
百
石
知
行
下
さ
れ
、
御
船
奉

行
を
務

ツ
ト
メ
け
り
。
大
坂
に
高
名
有
て
、
宰

サ
イ
シ
ヤ
ウ相
公
よ
り
御
感カ

ン

状
下
さ
れ
し
と
。

　
　
　
　
　

鳥
取
久
松
城
之
事

天
文
十
年
、
山
名
家
八
世
治
部
少
輔
豊
治
早
世
の
後
、
従イ

ト
コ弟

ニ

左
衛
門
佐ス

ケ

豊
時

次
男
豊
頼
の
子
、
左
馬
助
誠
通ミ

チ

と
云
人
、
但
州
山
名
家
へ
頼
を
入
て
、
彼カ

ノ

家
の

指シ

キ揮
ニ

仍
て
、
布
施
屋
形
を
相
続ゾ

ク

す
。
仍
而
次
郎
誠
豊
の
一
字
を
請コ

イ
ウ
ケ受
誠
通
と

号
す
。
于
時
、
国
中
静
な
ら
ず
、
戦
争
止
時
な
し
。
偖サ

テ

但
州
山
名
誠
豊
死
去
、

ハ
ジ
メ

ハ
ジ
メ

其
姪
右
衛
門
督カ

ミ

祐ス
ケ

豊
家
督ト

ク

す
。
仍
て
昔
の
好
み
薄ウ

ス

く
成
リ

、
誠
通
と
不
快
の
事

も
有
て
、
境
を
争
ひ
、
既
に
諱

イ
ミ
ナ

を
文
通
と
改
ル

。
弥
但
州
と
矛ム

ジ
ュ
ン楯

を
争
ひ
け
り
。

両
国
互
に
透ス

キ

を
窺

ウ
カ
ヾ

ひ
、
岩
井
口
ニ

て
戦
争
あ
る
。
其
後
、
小
山
近
辺
の
農
民
を

竊ヒ
ソ
カに

語
カ
タ
ラ

ひ
導

ミ
チ
ビ
キを

頼タ
ノ

み
、
反

カ
ヘ
リ

て
農ノ

ウ
フ夫

の
謀

ハ
カ
リ
ゴ
トに

落
入
リ

、
大
勢
敗ハ

イ

走ソ
ウ

し
帰
国
す
。
依

て
溝
口
農
民
中
江

感カ
ン
ゼ
ウ状

を
下
さ
る
。
如
レ
斯
敵
よ
り
毎
度
攻
寄
来キ

タ

れ
ば
、
老
臣
共

日
夜
怠ヲ

コ
タ
リ慢

な
く
軍
議ギ

区マ
チ

々
た
り
。
茲コ

ヽ

に
布
施
天
神
山
城
郭ク

ハ
クは

、
山
低ヒ

キ

く
平
ニ

て
地

利
な
し
。
仍
て
鳥
取
久
松
山
に
砦

ト
リ
デ

を
構カ

マ

へ
、其
外
諸
処
に
防バ

ウ
ギ
ヨ禦

の
用
意
せ
ん
と
、

即ス
ナ
ハち

天
文
十
四
乙
巳
二
月
鍬ク

ワ
ハ
ジ
メ初

有
て
、
国
の
老
臣
田
原
某

ナ
ニ
ガ
シ

奉
行
す
。
是
国

中
第
一
の
名
城
と
な
る
。
偖サ

テ

布
施
近
辺
に
は
、徳
尾
の
上
な
る
新
山
砦ト

リ
デを

築
キ
ヅ
キ

て
、

中
村
伊
豆
守
居
す
。
是
松
上
山
ノ

末ス
ヘ

有
富
谷
の
山
鼻
ニ

て
、
布
施
の
往

ワ
ウ
ク
ハ
ン還

よ
く
明

か
に
て
、
斥モ

ノ
ミ候

第
一
の
要
、
其
外
ニ

吉
山
、
足
山
、
釣
ノ

山
座
光
寺

山
ノ
南

、
正
木
ヶ
鼻　

に
砦

ト
リ
デ

を
築
け
り
。
斯
る
処
に
、
天
文
十
七
戊
申
年
、
敵
方
よ
り
閑カ

ン

者
を
以
て
窺

ウ
カ
ヾ

ふ
折
節
、
八
上
口
ニ

戦
有
て
、
人
衆
少
き
を
視
て
、
俄
に
軍
勢
推ヲ

シ

寄
け
れ
ば
、

誠
通
自
ら
防
戦
す
れ
共
、
多
勢
な
れ
ば
、
忽

タ
チ
マ
チ

討
死
し
け
れ
ば
、
城
に
火
を
か

け
て
落
城
と
な
る
。
是
、
申
年
崩ク

ヅ
レと

云
。
偖サ

テ

も
俄
に
暗ア

ン

夜ヤ

の
諸
臣
、
迷メ

イ
ワ
ク惑

し
、

子
息
両フ

タ

方
を
守モ

リ

立
テ

、「
布
施
を
堅ケ

ン
ゴ固

に
せ
ん
。
此
上
は
但
馬
屋
形
を
敵
に
し
て

は
叶
ま
じ
」
と
、
彼カ

ノ

旗
下
に
属ゾ

ク

し
、
和ワ

ギ議
ヲ

調ト
ヽ
ノへ
、
即
チ

右
衛
門
督カ

ミ

祐
豊
入
道
宗

詮
の
弟
九
郎
豊
定
を
守
護
代
と
而
布
施
へ
請セ

ウ

じ
け
る
。
其
頃
、
巨
濃
郡
岩
常
谷

二
上
の
城
、
虚ム

ナ

し
く
在
け
る
が
、
国
侍

ザ
ム
ラ
イ

乱ラ
ン
バ
ウ暴
度
々
な
れ
ば
、
邑
民
可ベ

キ
レ

然
シ
カ
ル

城
主

を
乞コ

ふ
。
依
て
但
州
よ
り
祐
豊
弟
幼
少
釈
ニ
入
出
石
宗
鏡
寺

住
禅
僧
。
東
楊
蔵
司
ト
云

還ク
ハ
ン
ゾ
ク
俗
さ
せ
、
三
上
兵
庫
頭

と
号
シ

、
当
城
主
と
な
る
豊
定
ト

兄
弟
也

。
依
て
国
中
静セ

イ
ヒ
ツ謐
な
り
。
後
十
年
、
豊
定
卒
去
、

息
源
十
郎
豊
数カ

ズ

続ツ
ヾ
イて
主シ

ュ
ゴ護
代
と
な
る
。
斯
て
誠ヨ

シ

通
子
息
加
冠
元
服
し
、
舎
兄
源

七
郎
、
舎
弟
弥
次
郎
殿
と
号
す
。
各
聡ソ

ウ

明
英エ

イ

智
な
り
。
茲
に
山
名
代
々
の
旧
臣

武
田
又
五
郎
は
、
執
政
吐ト

ア
ク握
の
才サ

イ
キ器
な
り
。
父
豊
前
守
共
に
国
中
の
政セ

イ
ム務
、
諸

拾
遺
七
二
表
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方
の
砦

ト
リ
デ
を
築キ

ヅ

く
事
数
あ
り
。
即

ス
ナ
ハ
チ

久
松
城
も
築

キ
ヅ
ク
。
定
番
各
相
勤ツ

ト
メけ
る
が
、
諸
士

に
談
合
し
、「
忠
勤
第
一
の
場
な
れ
ば
、
我
居
住
し
堅ケ

ン

固
に
守
る
べ
し
」
云
。

諸
士
も
同
意
す
。
や
が
て
入
城
し
、
外
堀
を
穿ホ

リ

、
壁カ

ベ

を
高
く
し
、
櫓

ヤ
グ
ラ

を
建
、
籠

り
居
る
。
従
是
布
施
屋
形
を
蔑

ナ
イ
ガ
シ
ロに

し
、
諸
士
を
語
ら
ひ
己
が
旗
下
に
招

マ
ネ
キ

、
武

器
を
諂

ヘ
ツ
ラ

ひ
け
る
。
偖
、
嫡
男
某
十
歳
な
る
を
、
人
質ジ

チ

と
し
入
れ
た
れ
ば
、
之
を

奪
取
べ
き
謀
を
考
へ
、
そ
の
頃
と
で
市
と
云
盲
人
有
リ

。
鳥
取
の
者
、
布
施
へ

も
出
入
す
。
元
来
不
敵
の
者
な
る
が
、
此
盲
人
を
竊

ヒ
ソ
カ

に
語
ら
ひ
、「
汝
、
稚ヲ

サ
ナ
ゴ子

を
盗
ミ

帰
ら
ば
、
恩
賞
厚
く
与
ん
」
と
云
。
ど
て
市
、
弟
子
を
連
て
布
施
城
に

到
り
、
難
な
く
幼
主
を
奪
ヒ

取
帰
り
け
る
。
相
図
ヲ

以
て
士
卒
共
疾ト

ク

よ
り
受
取
帰

る
。
彼
盲
人
共
は
、
布
施
の
追
手
に
捕
ら
れ
て
斬
ら
る
。
従
是
双ソ

ウ

方
度
々
戦セ

ン
ソ
ウ争

有
け
る
。
斯
て
高
信
内
々
に
て
弟
武
田
又
三
郎
を
高
草
郡
鵯

ヒ
ヨ
ド
リ

尾
城
玉
津

村
ノ

に
籠コ

メ

を
き
け
る
。
又
、
岩
常
三
上
殿
ニ
も
懇
志
を
通
じ
、
布
施
と
不
快ク

ハ
イの

由
を
云
、

本
意
を
遂ト

ゲ

な
ば
国
の
屋
形
と
称
せ
ん
と
言
上
す
。
弟
源
五
郎
を
参
ら
せ
け
る
。

三
上
殿
合
体
し
且
源
五
郎
が
武
名
有
を
喜
び
、
近
侍
に
つ
か
わ
る
ゝ
こ
そ
浅
智

な
る
。
偖
、
布
施
に
は
憤
怒
し
て
、
既
に
鳥
取
攻
を
ぞ
催
さ
る
。
秋
里
・
安
長

を
先
手
と
し
て
、
中
村
伊
豆
守
大
将
ニ

て
、
天
満
の
な
わ
て
を
推
出
し
、
秋
里

大
星
の
橋
を
渡
り
、
湯
所
へ
寄
た
り
。
鳥
取
ニ

は
城
ニ

寄
せ
じ
と
待
か
け
戦
け
る
。

既
に
城
際
ま
で
攻
入
し
が
、
大
将
中
村
討
れ
て
、
寄
手
散
ニ々

な
り
て
、
布
施

へ
と
引
取
け
り
。是
よ
り
弥
逆
意
盛
ん
ニ

な
り
し
が
、
徳
吉
将
監
・
秋
里
玄
蕃
允
、

武
田
に
合
併
せ
し
よ
り
、只
秋
里
を
討
て
鳥
取
通
路
を
開
ん
と
ぞ
戦
け
る
。
偖
、

国
中
八
東
若
桜サ

鬼
ヶ
城
ニ

は
矢
部
山
城
守
代
々
在
城
、
同
郡
日ク

サ
カ
ベ

下
部
高
平
城
ニ

は

波
多
野
隆
平

　

在
城
ス

。
同
小
畑
城
ニ

小
畑
某
・
久
世
兵
庫
、
私キ

サ
イ
チ■
市
場
・
白
礒
両

城
ニ

は
毛
利
豊
元
在
城
、
丹
比
城
ニ

丹
比
孫
之
丞
、
八
上
郡
大
江
ニ

は
伊
田
兄
弟

在
城
す
。
法
美
ニ

は
毛
利
・
梶
原
、
智
頭
ニ

は
用
瀬
一
族
ト

佐
治
ノ

一
類
、
気
多
ニ

海
老
名
七
郎
・
田タ

キ
ミ公
七
良
左
衛
門
・
矢
田
七
郎
、
高
草
ニ

は
吉
岡
将
監
、
巨
濃

郡
ニ

山
田
安
芸
守
・
羽
尾
某
、
高
野
城
ニ

吉
見
兵
部
等
、
各
数
代
の
国
侍
咸ミ

ナ

彼
下

知
ニ

従
ひ
し
か
ば
、
援エ

ン

兵
を
出
す
べ
き
な
れ
共
、
各
我
封サ

カ
イ彊

ヲ

堅
固
に
守
り
け
る
。

或
時
、
又
徳
吉
口
よ
り
天
満マ

縄ナ
ワ
テ手

を
布
施セ

城
へ
攻
寄
ん
と
す
。
抑
天
神
山
の
城

郭
は
後
ニ

湖
水
、
東
ニ

湖
水
を
掘
入
回メ

グ

ら
せ
、
輙

タ
ヤ
ス

く
寄
こ
と
な
し
。
南
は
卯ウ

山
な

り
。
又
八
王
子
の
平ナ

ル

、
正
木
が
鼻ハ

ナ
ニ

高
櫓ヤ

グ
ラを

建タ
テ

た
り
。
斯カ

ク

て
戦

タ
ヽ
カ
ヒ

火
花
を
散チ

ラ

す
処
、

寄
手
の
勢
よ
り
山
田
甲カ

ヒ斐
と
て
大
剛ガ

ウ

力
進
み
出
た
り
。
城
兵
中
よ
り
藤
村
玄
蕃

と
名
乗
て
立
合
た
り
。
玄
蕃
は
貳
十
余
の
若ワ

カ

武
者
、
弥
次
郎
殿
近
習
な
り
。
甲

斐
は
六
十
余
の
老
武
者
也
。
血ケ

ツ
セ
ン戦

に
及
び
し
が
、
終
に
甲
斐
が
膝ヒ

ザ

の
辺
を
突ツ

キ

留

て
玄
蕃
勝
た
り
け
る
。
又
大
石
某

ナ
ニ
ガ
シと

云
者
、
度
々
戦セ

ン

功
有
て
、
堅ケ

ン

陣
の
中
も

竪ジ
ウ
ワ
ウ横

に
か
け
回メ

グ

り
戦
け
る
が
、
佞ネ

イ

臣
の
讒ザ

ン

言
を
信

シ
ン
ジ

給
ひ
て
、
さ
し
も
の
忠
烈レ

ツ

無

二
の
臣
を
敵
ニ

内
通
有
と
欺

ダ
マ
シ
ウ
チ討

ニ

し
た
り
け
る
。
斯
て
此
度
は
寄
手
負マ

ケ

色
ニ

て
引

取
け
り
。
田
原
・
水ミ

ナ
セ瀬

・
桜
井
な
ど
追
か
け
、
亀
ノ

甲カ
ウ

の
石
橋
辺
ニ

て
暫

シ
バ
ラ
ク

戦
相

引
ニ

ぞ
成
け
る
。
斯
て
布
施
ニ

は
鳥
取
征セ

イ
バ
ツ伐

も
事
不
レ
成
、
始シ

ジ
ウ終

如イ
カ

何ヾ
と
思

ヲ
モ
ウ

折
か

ら
、
気ケ

タ多
方
ニ

も
野ヤ

シ
ン心

の
者
多
く
、
伯
州
ニ

は
倉
吉
ニ

山
名
小
三
郎
、
羽ウ

エ衣
石
ニ

岩

倉
ニ

小ヲ
ガ
モ鴨

、
南ナ

ン
ゼ
ウ条

等
、
各
透ス

キ

を
窺

ウ
カ
ヾ

ひ
け
る
故
、
老
臣
等
評ヘ

ウ
ギ儀

有
て
、
源
七
郎
殿
俄

ニ
ワ
カ

に
気
多
郡
鹿
野
城
へ
移シ

ジ
ウ住
し
、
賞

シ
ヤ
ウ
バ
ツ罪
正
し
く
治
り
け
る
。
然

シ
カ
レ

共
此
殿
若
年
ニ

て
、

心
剛

ガ
ウ
ニ

智チ

深フ
カ
クと
雖

イ
ヘ
ド
モ

好コ
ウ
シ
ヨ
ク
色
の
性
ニ

て
、
彼
邪ジ

ヤ
チ智
深フ

カ

き
高
信
、
是
を
察サ

ツ

し
計
略リ

ヤ
クを
廻マ

ワ

し
、

或
二
八
ば
か
り
の
美ビ

フ婦
を
尋

タ
ヅ
ネ

出
し
、
遊ユ

ウ
ブ舞
を
教ヲ

シ

へ
、
気ケ

タ多
へ
遣

ツ
カ
ワ
し
、
殿
へ
出
仕
ヲ

致イ
タ

さ
せ
け
り
。
素モ

ト

よ
り
、
事
成ナ

れ
ば
恩

ヲ
ン
シ
ヤ
ウ賞

あ
ら
ん
の
約ヤ

ク
ソ
ク束

な
り
。
偖サ

テ

、
源
七
郎

此
美ビ

女
に
迷マ

ヨ

ひ
、
日
夜
宴エ

ン

を
催

モ
ヨ
ヲ
し
、
寵テ

ウ
ア
イ愛
深
か
り
け
る
。
近
臣
の
中
、
岩
村
某

是
を
疑

ウ
タ
ガ
ひ
て
、
毎
度
諫カ

ン
ゲ
ン言
す
れ
共
聞キ

ヽ

入
給
は
ず
。
或
夜
酒
ニ

酔
給
ふ
折
か
ら
、

美
婦
鴆チ

ン
ド
ク毒
を
酒
ニ

入
進ス

ヽ
メけ
る
故
、
終ツ

イ

に
死シ

キ
ヨ去
し
給
ひ
け
る
。
素
よ
り
悶モ

ン
ゼ
ツ絶
し
給

ふ
有
さ
ま
を
、
彼
岩
村
視ミ

て
、
是コ

ノ

姦カ
ン
ボ
ウ謀
此
美ビ

婦フ

が
所シ

ワ
ザ為
な
り
と
知
て
、
頓ヤ

ガ

て
彼

		

ス
ク
ヒ

		

ス
ク
ヒ
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婦フ

を
斬キ

リ
コ
ロ殺
し
、
自
ら
刃

ヤ
イ
バ

ニ

腹
切
て
、
殉ジ

ュ
ン
シ死
を
し
た
り
け
る
。
哀

ア
ワ
レ
な
り
け
る
事
。
君

臣
の
骸カ

ラ

は
水
谷
回
竜
寺
に
葬ソ

ウ
マ
イ埋

す
。
斯カ

ク

て
布
施
ニ

は
、
源
七
郎
殿
卒ソ

ツ
キ
ョ去

に
て
、

闇ヤ
ミ

に
燈

ト
モ
シ
ビな

き
の
憂

ウ
レ
ヒ

あ
り
。
鳥
取
ニ

は
、
謀バ

ウ
ケ
イ計

成ゼ
ウ

就ジ
ユ

す
る
と
喜
び
、
急イ

ソ

ぎ
攻セ

メ

寄ヨ
ル

時
な

り
と
思
へ
共
、
堅ケ

ン
ゴ固

の
城
故
、
一
計ケ

イ

を
設

モ
フ
ケ

て
、
先マ

ヅ

釣ツ
リ

ノ

山
を
攻セ

ム

る
体テ

イ

に
見
せ
て

不フ

イ意
を
討ウ

タ

ん
と
、
先
鵯

ヒ
ヨ
ド
リ

尾
の
武
田
又
三
郎
と
牒

テ
ウ
ジ

合
せ
、
近
辺
合
力
の
勢

二
三
百
並
ニ

巨コ

ノ濃
勢
と
、
吉
成
口
よ
り
赤
池
の
渡

ワ
タ
シ

へ
向
け
る
。
釣
ノ

山
よ
り
之
を

見
て
、
出
勢
し
、
河
を
渡
さ
じ
と
互

タ
ガ
イ

に
戦
争ソ

ウ

す
。
終
に
多
勢
故ユ

ヘ

川
を
渡
る
。
此

時
鵯
尾
の
手
勢
馳
来
る
に
、
前
後
の
敵
難ガ

タ
シレ

防フ
セ
ギと

釣
山
勢
は
引
退
、
続

ツ
ヾ
イ

て
武
田

勢
推ヲ

シ

寄
た
り
。
此
時
布
施
よ
り
、
如

ゴ
ト
クレ

案ア
ン
ノ、「

釣
山
は
少
勢
也
、
後ゴ

ヅ
メ詰

せ
よ
」

と
弥
次
郎
殿
乗ノ

リ

出
し
給
ふ
。
森
下
四
郎
左
衛
門
侍
大
将
ニ

て
二
百
余
人
、
大
間

邨ム
ラ

の
上
鍋
山
ニ

て
軍
の
体
を
見
る
。
多
治
見
ニ

斥モ
ノ
ミ候

を
出
し
た
り
。
双ソ

ウ

方
鬨ト

キ

の
声

を
揚ア

ゲ

、
血
戦
す
。
弥
次
郎
殿
若
年
故
勇
給
ふ
を
、
森
下
暫シ

バ
ラく

と
諫

イ
サ
メ
ト
ヾ
メ

止
ど
も
、
聞

ず
に
一
騎
駆ガ

ケ

、
多タ

ヂ

ミ
治
見
を
さ
し
て
進シ

ン
バ
ツ討

給
ふ
故
、
皆
々
多タ

ヂ

ミ
治
見
山
を
下
り
、
有

留
谷
を
上
り
、釣
山
の
向
山
ニ

勢
揃ゾ

ロ
ヘす

。
武
田
は
城
西
へ
回メ

グ

り
、両
軍
近
く
攻セ

メ

寄
、

城
兵
も
出
ん
と
す
れ
共
不
叶
。
武
田
多
勢
ニ

布
施
勢
少
し
負
色
見
へ
、
西
を
さ

し
て
崩ク

ヅ

れ
行
。
斯カ

ヽ

る
時
に
武
田
方
の
伏
勢
、
宮
谷
の
上カ

ミ

谷
奥
に
、
森
の
中
よ
り

起ヲ
キ

出
て
、
崩

ク
ヅ
レ

行
布
施
勢
を
引
包
て
討ウ

チ

け
る
故ユ

ヘ

、
度ド

を
失

ウ
シ
ナ
ひ
散サ

ン

々
に
敗ハ

イ
ボ
ク北
し
け
る
。

弥
次
郎
は
後ヲ

ク

れ
て
多
治
見
の
西
山
ニ

出
給
ふ
に
、前
後
敵
計バ

カ

り
な
れ
ば
、遁ノ

ガ

る
方

な
し
と
思
は
れ
け
る
に
や
、
馬
を
下
り
腹ハ

ラ

を
切
て
死
給
ふ
。
森
下
は
、
敗ハ

イ

軍
を

集ア
ツ
マ
ラん
と
す
る
処
に
、
敵
寄ヨ

セ

来
れ
ば
、
布
施
城
へ
と
引
返カ

ヘ

す
。
斯カ

ク

て
殿
の
討
死

を
聞キ

ヽ

、
皆
忙バ

ウ

然
と
千
悔ク

ハ
イす
。
偖サ

テ

、
弥
次
郎
殿
、
乱ラ

ン

軍
中
に
馬バ

テ
イ蹄
と
な
り
給
ふ
、

其
処
に
葬ソ

ウ
マ
イ埋
し
塚ツ

カ

を
築キ

ヅ

き
け
る
。
哀

ア
ワ
レ
ナ
ル
カ
ナ
哉
。
年
未
だ
廿
二
の
花
、
忽

タ
チ
マ
チ

草
露ロ

の
は

か
な
き
名
の
み
残
し
給
ふ
。
是
多
治
見
の
西
、
谷
道
よ
り
東
、
窪ク

ボ

く
平
地
な
る

処
、後ノ

チ
ニ

神
霊レ

イ
ヒ
フ
ン

悲
憤
の
解ト

ケ

ぬ
に
や
数ス

ド度
怪

ア
ヤ
シ

異キ
コ
トあ
る
。或
は
風
雨
烈ハ

ゲ

し
き
夜
、馬
乗ノ

リ

甲カ
ツ
チ
ウ冑
に
て
空
中
を
駆カ

ケ
メ
グ回
る
貌

カ
タ
チ
な
り
。
見
て
村
民
皆
恐ケ

ウ
フ怖
し
、
行
人
稀マ

レ

に
な
り
け

る
。
後ノ

チ

静セ
イ
ヒ
ツ謐

ニ

な
り
て
、其
処
を
改

カ
イ
ク
ハ
ク革

し
、西
方
山
上
に
五
輪
を
置ヲ

キ

、社
壇ダ

ン

を
建タ

テ

、

祭サ
イ
シ祀

頻ヒ
ン
パ
ン繁

の
礼
を
行
ひ
、
八
幡
社
に
順
じ
、
本
高
ト
云

　

新
村
の
氏
神
と
す
。
後
は

亡モ
ウ
レ
イ霊

祟タ
ヽ

り
給
は
ず
。
人
の
尊ソ

ン
ケ
ウ敬

を
悦

ヨ
ロ
コ
ビ

給
ふ
に
や
。
偖
も
布
施
と
三
上
殿
、
同

胞ハ
ウ

親シ
ン
セ
キ戚

を
忘ワ

ス

れ
、強ゴ

ウ
セ
イ盛

を
争

ア
ラ
ソ

ひ
、一
家
の
滅メ

ツ
ボ
ウ亡

を
悦

ヨ
ロ
コ
ビ

給
ふ
故
、鬩

ゲ
キ
シ
ャ
ウ墻

の
怒

イ
カ
リ

甚
し

く
戦セ

ン
バ
ツ伐

止ヤ
ム

こ
と
な
し
。
是
併

シ
カ
シ

武
田
が
姦カ

ン
ボ
ウ謀

に
迷マ

ヨ

ひ
て
な
り
。
三
上
殿
但
州
よ

り
移シ

ジ
ウ住

の
時
付ツ

ケ

家
老
た
る
房
井
土
佐
守
某

ナ
ニ
ガ
シが

、諸
事
仕シ

ヲ
キ置

致イ
タ

せ
し
処
、彼カ

ノ

武
田

源
五
郎
が
寵テ

ウ

に
誇ホ

コ

り
、
万
事
彼
を
用

モ
チ
ヒ

給
ふ
故
、
旧キ

ウ

臣
皆ミ

ナ

憤
イ
キ
ド
ヲり

ぬ
。
中
に
も
房

井
三
上
を
退タ

イ
キ
ヨ去

、
竊

ヒ
ソ
カ

に
布
施
へ
参

サ
ン
ジ

奉ホ
ウ
シ仕

す
。
豊
数カ

ズ

悦エ
ツ
キ喜

し
、
従コ

レ
ヨ
リ是

三
上
を
亡

ホ
ロ
ボ

す

謀ハ
カ
リ
ゴ
トを

企
ク
ワ
ダ
テら

る
。
斯カ

ク

て
夜
中
に
船
を
調

ト
ヽ
ノ
ヘ、

三
百
人
許
打
乗ノ

リ

、
加
路
よ
り
岩
本
川

口
へ
推ヲ

シ

寄
、一
手テ

は
久
松
村
よ
り
、一
手
は
房
井
を
大
将
と
し
、川
を
越コ

ヘ

、道
竹

城
の
乾

イ
ヌ
イ

の
方
へ
回マ

ワ

り
、搦

カ
ラ
メ

手テ

よ
り
か
ゝ
る
。三
上
殿
、二
上
城
は
深シ

ン

山
路ミ

チ

嶮ケ
ワ

し
く

不
便ベ

ン

な
り
と
て
、
道
竹
城
を
築ツ

キ

、
居キ

ヨ
ヂ
ウ住

し
給
ふ
。
依
て
、
寄
手
夜
明ア

ケ

に
岩
本
の

川
霧ギ

リ
ニ

紛マ
ギ

れ
、
搦

カ
ラ
メ

手
を
思オ

モ
フ
ヅ図

に
回マ

ワ

さ
ん
と
計

ハ
カ
リ

け
る
。
態ワ

ザ

と
少セ

ウ
ゼ
イ勢

ニ

て
備

ソ
ナ
ヘ

け
る
。

城
ニ

は
、
俄

ニ
ワ
カ

ご
と
故
驚ヲ

ド
ロて

騒ソ
ウ
ド
ウ動

し
、
櫓

ヤ
グ
ラ

よ
り
臨

ノ
ゾ
ミ

見
て
、
川
を
渡
さ
ば
悪ア

シ

し
と
て
、

川
端バ

タ
ニ

て
合
戦
す
。
三
上
殿
も
出
て
厳キ

ビ

し
く
防ボ

ウ
セ
ン戦

し
給
ふ
処
に
、
思
よ
ら
ぬ
城

後
よ
り
鬨

ト
キ
ノ
コ
ヘ声
を
上
た
り
。
早ハ

ヤ

城
下
迄
攻セ

メ

上
れ
ば
、
城
兵
進シ

ン
タ
イ退
度ド

を
失

ウ
シ
ナ
ひ
引
包ツ

ヽ
ミに

な
る
。
殿
は
士
卒
に
先
立
退シ

リ
ゾ
キ去
し
給
ふ
ニ

、
道
を
失

ウ
シ
ナ
ひ
、
深
田
に
馬
を
入
給
ふ
。

敵
兵
近
く
追ヲ

イ

来
れ
ば
、終
に
咽ノ

ド

を
斬キ

リ

て
落
命
す
。
源
五
郎
は
城
を
守
居
け
る
が
、

斯
と
聞
、
一
度タ

ビ

落
去
せ
ん
と
す
る
処
、
敵
兵
近
付
ば
、
終
に
切
腹
し
た
り
け
る
。

布
施
勢
は
早
く
引
取
帰
け
る
。
豊
数
喜キ

エ
ツ悦
限カ

ギ
リな
く
、
尚
も
鳥
取
攻
せ
ん
と
勇

イ
サ
マ
れ

け
り
。
斯
る
処
に
、
豊
数
風
と
病
発ハ

ツ

し
、
追
日
重ヲ

モ

く
成
て
、
終
に
卒
去
し
給
ふ
。

遺
言
に
て
、
弟
豊
国
を
主
と
備

ソ
ナ
ヘ
け
る
。
近
来
豊
定
卒ソ

ツ
キ
ヨ去
よ
り
、
源
七
郎
、
又
豊

数
殿
ま
で
、
皆
早サ

ウ
セ世
し
給
ふ
。
是
布
施
の
衰ス

イ
ビ微
哉カ

ナ

と
、
各
感カ

ン
タ
ン歎
せ
ぬ
者
も
な
し
。
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併
豊
国
武
略
の
良
将
な
り
。是
豊
定
の
次
男
、母
公
は
管

ク
ハ
ン

領レ
イ

細
川
右
京
太
夫
高
国

入
道
常

ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン
ノ

桓
娘
也
。
器キ

リ
ヤ
ウ量

世
に
勝
れ
、
大
力
武
勇
の
性セ

イ

な
り
け
る
。
偖サ

テ

も
長

臣
森
下
出
羽
守

ト
改
名

、
中
村
大
炊イ

ノ

介
、
用
瀬
、
北
川
、
田
原
等
倹ケ

ン
ギ儀

し
て
、
但
州
二

方
郡
長
井
城
主
長
殿
息
女
を
入ニ

ウ
ヨ輿

有
け
る
。
其
頃
、
武
田
が
暴
威
盛
ん
ニ

て
、

可ベ
キ

レ
討ウ

ツ
ト
キ時

ニ

な
ら
ざ
り
き
。
豊
国
、
種シ

ユ
ジ
ユ々

智チ
ボ
ウ謀

を
以
て
諸
士
を
招マ

ネ

か
れ
け
る
が
、

茲コ
ヽ

に
但
州
二
方
郡
阿ア

セ

イ
勢
井
城
主
塩エ

ン
ヤ谷

肥
前
守
は
、
高
信
妹イ

モ
ト
ム
コ

婿
た
り
し
が
、
不フ

ク
ワ
イ快

の
事
を
聞キ

ヽ

、
布
施
よ
り
合

ガ
ウ
リ
ヨ
ク力

を
頼タ

ノ

み
け
れ
ば
、
日
頃ゴ

ロ

の
親

シ
タ
シ

み
を
翻

ヒ
ル
ガ
ヘし

、
内
約ヤ

ク

を

ぞ
し
た
り
け
り
。
武
田
と
疎ソ

エ
ン遠

な
れ
ば
、
高
信
憤

イ
キ
ド
フり

て
、
終ツ

イ

に
一
戦
に
及
ん

と
す
。
既ス

デ

に
嫡
男
又
太
郎
、
次
男
与
十
郎
、
同
鵯
尾
城
主
同
又
三
郎
を
大
将
と

而
、
老
臣
西
郷
因
幡
守
は
城
ニ

留
り
、
嫡
与
五
郎
、
軍
司
其
外
国ク

ニ
ザ
ム
ラ
ヒ

侍
、
大
江
の

伊
田
・
小
畑
某
・
秋
里サ

ト

・
塩シ

ホ
ミ見

・
高
山
・
高
野
の
吉
見
等
、
都
合
八
百
余
、
海

陸
二
手
よ
り
、
元
亀
三
壬
申
八
月
、
但
州
へ
推ヲ

シ

寄
た
り
。
偖サ

テ

も
阿ア

セ

イ
勢
井
城
に
此

事
聞キ

コ

へ
け
れ
ば
、
用
心
厳ゲ

ン
ヂ
ウ重

ニ

て
、
同
郡
一
二
里

　

東
方

七
釜
城
主
田タ

キ
ミ公

筑
前
守
、
同　

　

城
主
三
宅
肥
前
守
を
語カ

タ

ら
ひ
、
兼
て
は
不
快ク

ワ
イな

れ
、
同
意イ

し
て
、
人
衆ジ

ユ

を
出

し
後ゴ

ヅ
メ詰

せ
ん
と
約ヤ

ク

し
け
る
。
斯カ

ク

て
寄
手
は
無
二
無
三
に
攻
上
り
け
る
が
、
城
の

内
よ
り
大
石
大
木
を
投ナ

ゲ

出
し
、
烈ハ

ゲ

し
く
戦
け
れ
ば
、
寄
手
案ア

ン
グ
ワ
イ

外
に
負マ

ケ

色
め
く
処

に
、
七
釜　
　

の
両
勢
、
後
よ
り
俄

ニ
ワ
カ
に
旗ハ

タ

を
上
、
鬨ト

キ

を
揚ア

ゲ

け
れ
ば
、
因
幡
勢
思

寄ヨ
ラ

ぬ
敵
故ユ

ヘ

肝キ
モ

を
消ケ

シ

、
あ
は
て
ふ
た
め
く
内
、
敵
ひ
た

く
に
攻
寄
る
故
、
皆

落ヲ
チ
ジ
タ
ク

支
度
と
成
ば
、尚ナ

ヲ

も
追ヲ

イ
ウ
チ討
せ
ら
れ
、又
農ノ

ウ
フ夫
に
討
る
ゝ
も
多
か
り
き
。
武
田
又

五
郎
は
浜
坂
ニ

て
討
る
。
弟
与
十
郎
は
尚
逃ニ

ゲ
ノ
ビ延

、
丘ヲ

カ

の
上
ニ

乗ノ
リ

て
彼
是
す
る
処
、

農ノ
ウ
フ夫
多
勢
竹
鎗ヤ

リ
・
棒ボ

ウ
ニ

て
討
取
け
る
。斯カ

ク

て
甲カ

ツ
チ
ウ冑
具グ

キ器
を
奪

ウ
バ
イ

取
、
骸カ

ラ

は
父
老
共
其

処
村
の
前
に
葬ウ

ヅ
メ埋
け
り
。
是
武
田
が
愛ア

イ

子
ニ

て
十
六
歳
の
美ビ

セ
ウ少
年
也
と
。
其
外

一
族ゾ

ク

国ク
ニ

侍
ザ
ム
ラ
イも
過ク

ハ
ハ
ン半
討
死
し
、残
少
く
返
り
け
る
。是
己ヲ

ノ

が
家
運
の
栄エ

イ

を
驕ケ

ウ
ガ
ウ傲
し
、

他
を
あ
な
ど
る
故
、
斯カ

ク

衰ス
イ
ハ
イ敗
に
及
け
る
。
是
よ
り
高
信
一
族
、
忠
臣
を
一
時
に

失ウ
シ
ナひ
、
後

コ
ウ
ク
ハ
イ悔
臍ホ

ゾ

を
咬カ

ム

に
到イ

タ

り
け
る
。
茲コ

ヽ

に
山
中
鹿
之
介
幸ユ

キ

盛
は
、
元
来
出
雲

尼ア
マ
コ子

右
衛
門
尉
晴ハ

ル
ヒ
サ久

の
家
臣
た
り
。
晴
久
毛
利
元
就
と
連レ

ン

年
合
戦
に
数ス

ド度
戦セ

ン

功

有
。
然
共
終ツ

イ

に
冨
田
城
没ボ

ツ
ラ
ク落

し
、
流
浪
し
、
尚
も
尼
子
家
を
守
立
ん
と
一
族ゾ

ク

勝

久
を
語カ

タ

ら
ひ
、
雲
伯
に
一
揆キ

を
起

ヲ
コ
シ

、
雲
伯
の
間
に
所
々
砦

ト
リ
デ

城
を
築ツ

ク

と
雖

イ
ヘ
ド
モ、

毛
利

家
よ
り
大
軍
に
て
追ツ

イ
ト
ウ討

す
。
依
て
勝
久
は
京
都
へ
落
去サ

リ

、鹿
介
は
丹
後
に
潜ヒ

ソ

に
、

尚ナ
ヲ

一
揆キ

を
起ヲ

コ

し
海
賊
乱ラ

ン
バ
ウ妨

す
。
此
時
当
国
岩
本
川
向
日
比
屋
と
云
所
是
古
日
野　

之
旧
地
ナ
リ

に
居
住
し
、
追
々
勢
強ケ

ウ

大
ニ

て
、
同
浦
富
桐
山
城
を
築ツ

キ

け
る
。
于
時
居
住
の
小

屋
を
焼
払
し
に
、風
烈ハ

ゲ

し
く
て
彼
日ヒ

比ヾ
屋
四
五
百
家
焼ヤ

キ亡
け
り
。偖サ

テ

も
鹿
介
、当

地
領
所
な
け
れ
ば
、思シ

ユ
イ惟

し
、布
施
へ
参サ

ン
カ
ウ向

し
、「
味
方
仕

ツ
カ
マ
ツ
リ、

叛ハ
ン
シ
ン臣

を
討ウ

チ

亡
さ

ん
」
と
請
ふ
ニ

ぞ
、
殿
も
群グ

ン

臣
と
会ク

ハ
イ
ギ儀

し
、
鹿
介
と
主
従ジ

ウ

の
約ヤ

ク

を
な
し
給
へ
ば
、

鹿
介
、時
日
を
不ウ

ツ
サ
ズ移

武
田
を
討
取
べ
し
と
、早サ

ッ
ソ
ク速

に
領レ

ウ
ゼ
ウ掌

し
け
る
。今
よ
り
幸
盛

忠
功
義
名
ヲ

立
テ

ん
と
、国
人
も
従

シ
タ
ガ

ひ
け
る
。于
時
鹿
介
廿
九
歳
、性セ

イ

強ケ
ウ
ガ
ウ剛

、眼
大

に
、
勇
猛モ

ウ

の
将
と
言
つ
べ
き
。
面
に
髭ヒ

ゲ

多
く
牛
の
如
く
也
。
籌チ

ウ
サ
ク策

智
謀ボ

ウ

比ナ
ラ
ビな

し

と
。
乱ラ

ン
バ
ウ
ダ
ツ

妨
奪
掠リ

ャ
クを

事
と
す
。
国
中
の
神
社
仏
閣カ

ク

の
宝
物
珎チ

ン
キ器

も
、
此
時
に
焼セ

ウ
メ
ツ滅

せ
る
物
多
し
。
扨
、
桐キ

リ

山
城
は
辺ヘ

ン
ピ鄙

な
り
と
引
払ハ

ラ
イ、

布フ

セ施
へ
言
上
し
、
敵
城
近

き
法
美
郡
国コ

フ府
ノ

甑
コ
シ
キ

山
ニ

城
を
築ツ

キ

、
武ブ

ビ備
を
調

ト
ヽ
ノ

へ
け
る
。
高
信
云イ

フ「
我
藩ハ

ン
ペ
イ屏

の
内

に
敵テ

キ

侵ヲ
カ

し
入
こ
そ
無
念
な
れ
」と
、
透ス

キ

を
窺

ウ
カ
ヾ
ヒけ
り
。
斯カ

ク

て
同
郡
今
木
法ホ

ツ
ケ華
寺
、

杉ス
ギ

崎
亥
ノ

子
山
、
釈

シ
ヤ
ク

山
岩倉

皆
々
幸
盛
ニ

内
通
せ
り
。
天
正
元
癸
酉
八
月
一
日
、
武

田
は
諸
勢
合
四
五
百
騎
を
卒
し
、
甑
山
を
取
巻
け
り
。
抑
、
山
四
方
嶮ケ

ワ

し
く
、

た
や
す
く
登

ノ
ボ
リ

得
ず
。
西
方
を
漸

ヤ
ウ
ヤ
ウ

上
る
処
、
城
兵
俄ニ

ワ
カに

打
出
け
れ
ば
、
終
に
山

下
迄
曳ヒ

キ
シ
リ
ゾ退

ク

。
于
時
、
法
花
寺
今
木
山
城
主
秋
里
左
馬
允
、
内
約ヤ

ク

の
如
ク

山
を

下
り
、
甑

コ
シ
キ

山
の
後ゴ

ヅ
メ詰
を
す
。
武
田
勢
国
府
川
を
渡
り
戦
へ
共
、
終
に
負マ

ケ

軍
に
な

り
、
本
陣
さ
し
て
引
退
け
る
が
、
本
陣
も
恐ケ

ウ
ド
ウ動
す
る
時
に
、
城
兵
百
五
六
十
人

抜ヌ
キ
ツ
レ連
討
出
せ
ば
、
弥
負
色
見
へ
て
散サ

ン
ザ
ン々

逃ニ
ゲ

退
く
を
、
追
討
せ
ら
れ
、
岩
倉
、
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卯ボ
ウ
ガ
キ垣
を
過ス

ギ

き
、鳥
取
ま
で
追
入
け
れ
ば
、死
骸
の
山
を
な
し
に
け
る
。
寔

マ
コ
ト
に
敗ハ

イ

軍

の
跡ア

ト

、
骸ガ

イ

道
を
遮

サ
ヱ
ギ

り
て
、
高
信
も
片
息イ

キ
ニ

て
帰
け
る
。
是
鳥
取
た
の
も
崩

ク
ヅ
レ

の
合

戦
と
云
伝
。

去サ
ル
ホ
ド程

に
、
高
信
は
防
戦
力
尽
て
、
久
松
城
に
籠コ

モ

り
け
る
。
豊
国
よ
り
城
攻
を
擬ギ

セ

ら
れ
け
れ
ば
、
鹿
之
介
軍
の
指シ

キ麾
す
。
其
勢
は
、
中
村
大
炊イ

ノ

助
、
同
源
八
、
森

下
出
羽
守
大
将
ニ

て
、
鳥
取
へ
推ヲ

シ
ヨ
セ寄

け
る
。
斯カ

ク

て
城
兵
能ヨ

ク

防バ
ウ
セ
ン戦

す
れ
ば
、
輙

タ
ヤ
ス

く
攻

破ヤ
ブ

ら
れ
ず
。
難ナ

ン

な
く
外
郭ク

ル
ワを

破ヤ
ブ

れ
ば
、
皆
本
丸
に
取
上
り
て
堅カ

タ

め
け
る
に
、
寄

手
追
上
ん
も
路
嶮ケ

ワ

し
。
依
て
、
天
王
ノ

尾
よ
り
山
伝ヅ

タ
イに

城
後ウ

シ
ロに

回メ
グ

り
攻
け
れ
ば
、

城
兵
大
ニ

驚
ヲ
ド
ロ
キ
サ
ワ
ギ

騒
、
皆
十
神
社
の
前
に
備

ソ
ナ
ヘ

て
、
爰
を
破ヤ

ブ

ら
れ
じ
と
防

フ
セ
ギ

け
る
故
、

終
日
戦
ひ
、
頓ヤ

ガ

て
暮ボ

天
ニ

な
れ
ば
、
寄
手
も
引
取
、
少
々
追
討
も
あ
れ
ど
終
に

相ア
イ

引
に
な
り
、
夫
よ
り
山
下
に
陣
し
て
数
日
を
送ヲ

ク

り
け
る
。
斯
て
、
城
中
も
少

勢
故
、
徒

イ
タ
ヅ
ラに

攻
下
り
も
せ
で
、
少
々
落
支ジ

タ
ク度

を
ぞ
仕
た
り
け
る
。
偖サ

テ

、
諸
将

倹ケ
ン
ギ義

有
て
、
高
信
に
降コ

ウ
サ
ン参

を
言
送ヲ

ク

り
け
る
。
城
兵
も
、
所シ

ョ
セ
ン詮

長
ク

籠
城
せ
ん
も

よ
し
な
け
れ
ば
、
先
城
を
開
降ク

ダ

り
て
又
籌ハ

カ
リ
ゴ
ト

策
も
有
な
ん
と
、
皆
同
意
し
、
高
信

よ
り
幼
少
の
女
を
質シ

チ

と
し
、
家
臣
も
各
人
質ジ

チ

を
出
し
て
開

ク
ワ
イ

城
す
。
高
信
弟
又
三

郎
の
鵯

ヒ
ヨ
ド
リ

尾
の
城
に
つ
ぼ
み
居
る
豊
国
、
多
年
の
鬱ウ

ツ
フ
ン憤

を
晴ハ

ラ

し
、
即
久
松
城
に

転テ
ン
ヂ
ウ住
し
給
ふ
。
天
正
元
年
の
冬
の
事
な
り
。
諸
人
工
商セ

ウ

に
至
る
迄
、
皆
転
住
す

れ
ば
、
鳥
取
繁ハ

ン

昌ジ
ヤ
ウの
地
と
成
ニ

け
る
。
是
併
鹿
之
介
が
功
な
れ
ば
、
諸
士
の
上
ニ

置
給
ふ
。
幸
盛
つ
ら

く
思
ふ
や
う
、
斯
治
平
に
て
諸
士
と
列
座
し
、
譜
代
旧

臣
の
妬

サ
マ
タ
ゲん
こ
と
も
如イ

カ
何ヾ
と
。
所
詮
一
身
の
働
ニ

て
、
諸
城
を
攻セ

メ

大
功
を
顕

ア
ラ
ワ
さ
ん

と
、鳥
取
を
立
退
け
り
。
豊
国
再サ

イ

三
留

ト
ヾ
メ

給
へ
共
不キ

カ
ズ聞
。
尚ナ

ホ

も
国
中
を
静
め
ん
と
、

法
美
を
さ
し
て
趣
け
る
。
後
播
州　
　

城
ニ

於
て
討
死
す
と
。

○
鼠

ネ
ヅ
ミ
ク
ラ倉　

邑
美
郡
大ヲ

ヽ
ロ呂
山
麓

フ
モ
ト

岸
根
ニ

有
。
昔
鼠
共
集
り
、
貴キ

セ
ン賤
主
従ジ

ウ

の
貌

カ
タ
チ
、
夫

婦
の
体
、
家
財
貯

タ
ク
ワ
ヘ

置ヲ
キ

、
市マ

チ井
の
様サ

マ

を
な
せ
る
故
に
、
是
を
鼠
の
隠

カ
ク
レ
れ
里
と
号
。

此
獣ケ

モ
ノ、

仏
家
ニ

は
大
黒
の
所テ

ジ
タ属

、
福
分
な
り
と
。
又
伝
教
師
も
叡エ

イ

山
に
鼠
社
を

勧ク
ハ
ン
ゼ
ウ

請
す
と
あ
り
。

○
道
光
坊
墓　

是
摩
尼
山
下
源
兵
衛
茶
店
の
前
、
墓ハ

カ

数ス

ク区
の
傍

カ
タ
ハ
ラに

在
。
不
動
明

王
と
誌シ

ル
ス

。
墳ハ

カ

何
世
よ
り
か
旁

カ
タ
ヘ

壊ヤ
ブ

レ

て
、
大
白
骨ホ

ネ

視ミ

ゆ
る
。
往ム

カ
シ古

豊タ
イ
コ
ウ公

久
松
城
攻

の
時
、
本
陣
山
太
閤

ガ
平

に
摩マ

ニ尼
寺
住
持
道
光
坊
を
招マ

ネ

き
饗

モ
テ
ナ
シし

て
、
留
主
に
卒

シ
ソ
ツ

を
竊

ヒ
ソ
カ

に
遣

ツ
カ
ワ

し
、
寺
に
放ハ

ウ
ク
ハ火

す
。
道
光
坊
風フ

と
摩
尼
山
の
方
を
顧カ

ヘ
リ
ミ視

し
、
驚ゲ

ウ

天
し
疾ト

ク

走ハ
シ

り
返
る
。
途
に
彼カ

ノ

火
を
付ツ

ケ

し
卒

シ
ソ
ツ

に
往ユ

キ
ア会

ふ
。
即

ス
ナ
ハ

チ

力リ
キ
セ
ン戦

し
て
兵
卒ソ

ツ

を
投ナ

ゲ
コ
ロ殺

す

今
其
処
墓
ノ
段
ト
テ
茶
屋　

後
山
口
ニ
数
々
卯
ノ
石
ア
リ
。後
に
此
処
に
入ニ

ウ
ゼ
ウ定

せ
し
由
。大
力
僧
な
り
け
る
と
。強
勇
也
。

○
桑
名
休
徳
墓　

摩
尼
山
奥
渓タ

ニ
ハ
ル
カ

遥
の
松
林
中
に
石
碑ヒ

有
。
是
光
政
公
ノ

儒ジ
ュ

臣
也

と
。
碑ヒ
ノ

銘メ
イ

ニ

曰
ク

、
指シ

キ揮
無
レ
敵　

奪
ウ
バ
イレ

門
ヲ

截キ
リ

レ
関
ヲ　

白
雲
出
レ
岬

ミ
サ
キ

ヲ　

清
流
下
レ

山
ヨ
リ

　

山
陽
採ト

ル
レ
蕨

ワ
ラ
ビ

ヲ　

春
風
浴ヨ

ク
シレ
沂キ
ニ　

全
シ

矣
全
シ

矣　

含
フ
ク
ン
デレ
笑
ヲ

而
皈
ル

・
月
と
水
東
へ
流
れ
西
へ
行
心
を
知
れ
る
人
ぞ
友
な
る

拾
遺
八
四
表


